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京都司法書士会の現状

京都司法書士会は創設されて１００年以上の歴史が

あり、総会の開催は臨時総会も含めると１２８回を数

え、今年は、法人化されて５０周年を迎える年となる。

この間、当会の事業執行は、多くの会員によりた

ゆまぬ向上心と責任感をもって積極的に運営され、

組織としての実績と事業資産が営々と継承されて

きた。今日の京都司法書士会が毎年の定時総会で

報告されているとおりの活発な事業活動が展開で

きているのも、これらの人的、経済的、そして精

神的な資本の投入が継続的になされてきた賜物で

ある。

ところで、現在、全国の司法書士の登録者数は

２２，０１３人（平成２８年３月３１日現在）であるが、当

会の登録会員数は、５７６名（法人会員数３３名、平成

２８年１１月７日現在）であり、全国５１会中第９番目

の規模を維持している中規模会である。ちなみに、

大きいところから順に云うと、東京会（３，９４３人）、

大阪会（２，２６８人）、愛知県会（１，２７５人）、神奈川

県会（１，１３２人）、兵庫県会（１，０４２人）、福岡県会（９３９

人）、埼玉県会（８５７人）、千葉県会（７２５人）であ

る（いずれも、平成２８年３月３１日現在）。ただ、京

都府は、ご存じのとおり地理的に南北に長く、し

かも会員の約７５パーセントが京都市内に偏在して

いる。府北部と南部にそれぞれ福知山市や宇治市

などの中核地方都市があるものの、京都市との経

済的基盤の格差は歴然としており、このことが司

法書士の開業場所決定の判断に大きく影響してい

ることは明らかである。我々司法書士が、全国津々

浦々にあまねく存在し、「市民に身近で寄り添う法

律専門家」であることをこれまで「売りに」して

きたことからすると、この現状が決して好ましい

ものではないものの、それでも、近年、京都市内

の競争激化を避けるために、敢えて北部や南部に

開業場所を求める若手の会員もいることは歓迎す

べきことである。

当会の活動状況を見ると、毎年約１億８千万円

弱程度の予算を計上し、会則に定めた目的を達成

するため６事業部及び関連する委員会等の担当す

る様々な事業を必要に応じて執行しているところ

である。特に、研修事業はその質量とも他会の追

随を許さず、また受講率の高さは全国的にも高い

評価を受けているところである。企画部事業にお

いても、「相続と遺言」をテーマにした講演会を相

談会と併設した形のものをここ数年開催し、毎年

多くの市民の方々の参加を実現し好評を得ている。

また、法教育事業や消費者問題･労働問題に関する

事業にも積極的に取り組んでいる。相談事業部に

おいても現在あらゆる形態の相談会を展開してお

り、今や当会の主力事業となっている。広報事業

部においても他の事業部の事業広報を重点的に行

い効果的な連携を果たしている。

京都司法書士会の課題

当会の事業活動が、その活動量と質の高さとも

他会と比べても決して見劣りすることがないこと

は、自他ともに認めるものである。しかしながら、

足元を見れば将来にわたり今後の課題が無い訳で

はない。人材の育成、地域社会や他士業とのかか

わり、法律専門家としての社会的役割、司法書士

法の改正、個々の会員の執務姿勢のあり方や司法

書士業務の将来性などむしろ課題は山積みである。

これらの問題は、これまでも議論し検討され続け

てきたテーマであり、今後も避けて通れない課題

である。また、我々だけで解決できるものではなく、

法制度の改正を伴うものであれば、多方面への制

京都司法書士会の最優先課題とは

京都司法書士会　会長 森　中　勇　雄
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度広報と関連省庁や政治家との折衝を抜きで語る

ことはできないはずであり、単位会だけの活動で

成果を期待できるものでもない。ただ、そうは言っ

ても、我々自身がまずは動かなければ、誰かが代

わりにその解決の道筋を付けてくれる訳ではない。

そこで、我々自身が考えそして行動するとして

も、問題を解決し課題を克服するためには、総合

力としての組織的な作用が全体として必要であり、

会組織としての在り様もその点に集約されるもの

である。しかし、その原動力は、我々会員個々の

理念、責任感そして行動力であって組織的な作用

は、役割分担としての会員個々の作業の有機的結

合ないし連携であるにすぎない。従って、多くの

課題が存在していてもそれらを解決しようとする

意欲と力量のある人材が当会から自律的に輩出で

きれば、組織的な調整と多少のコストを必要とは

するが、必ず克服できるものと考える。

であるとすれば、まずは「人材の育成」を会の

事業として、かつ最優先課題として取り組まなけ

ればならないこととなる。

人材育成事業の難しさ

私が、会長として３期目を目指すにあたり、当

会が取り組むべき事業として「人材の育成と登用」

を取り上げ、これを課題としてその実現のための

改革案を提案することを公約として掲げたことは

周知のとおりである。３期目前半の１年をかけて、

この改革案を理事会等で提案し慎重に協議を重ね、

結果として「新規会員登録者研修交流プロクラム」

という形の事業としてスタートすることとした。

当初の私の提案する原案は、「人材の育成と登用」

に関する事業設計の基本的支柱として、会則の目

的達成のための「会員の会務担当の分担を規律す

る規則（仮称）」を制定することを目指していた。

これは、会員全員を対象とした会務担当について

の範囲や負担割合に関する規則を前提として設置

し、その関連諸規程として新人の育成と登用を目

的とした規程を制定するスキームが望ましいとす

る構想である。つまり、会務の切れ目のない適正

な執行力を将来にわたり確保するためには、新人

の養成と登用が事業の主眼となるが、新入会員の

みに会務に関する義務を負担させるわけにはいか

ないので、既存会員との均衡や関係性をどのよう

に調整するかが課題となり、既存会員の会務負担

（義務化又は努力義務）の規律も同時に視野に入れ

たものであった。

しかし、この既存会員の会務の義務ないし努力

規定を前提にした規則制定に関しては、役務の義

務を新たに強いるものであり、この点に関する理

事や関係役員の抵抗感は強く、反対意見も少なか

らずあったため、この構想を断念せざるを得ず、

提案の軌道修正を検討することとなった。そして、

理事会での議論を経たうえで「人材の育成と登用」

に関する事業として策定したのが「新規会員登録

者研修交流プロクラム」である。

これは、新規会員登録者に対し研修会や各種事

業の参加を呼びかけ、既存会員との交流を通じて

次世代の会務の担い手を育てることを基本的なコ

ンセプトとした事業プログラムである。育成の作

業としては中長期間なスパンを要し、成果の実現

が緩やかなものとはなるが、少なくとも会員から

は一定の理解を得られるものである。現状として

はプログラムの執行にかなりの手間暇を要してお

り、ひとまずは試験的に常務理事を中心に対応を

しているが、継続性や効率性の点で課題があり、

専属的な部署を新設するなど執行体制の見直しと

企画面の再検討が必要であると考えている。

なお、当会と交流が深い同規模会の広島県会は、

激しい議論の末に全会員の会務負担を事実上義務

化する内容の制度を２年前から導入している。

私からの問題提起

ところで、現在の当会の常務理事会は会長･副会

長を含め常務理事者１０名で構成しているが、１０名

中６名がいわゆる「１人事務所」の司法書士である。

「１人事務所」とは、すなわち補助者や勤務司法書

士を雇わず、或いは他の司法書士との共同事務所

形態をとらない本職１人で経営している事務所の

ことである。常務理事者、とりわけ事業部長職を

担当している者の会務における負担は過酷である。

私も１０年ほど前に総務部長を経験したが、その時

から比べても仕事量は1.5 ～２倍にはなっていると
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感じる。それは、我々司法書士の業務範囲が近年

拡大し増えたことに加え、我々を取り巻く大小様々

な環境の変動スピードが加速しているからであろ

う。

事業部長職を担当している常務理事者は、年度

当初に策定し定時総会で承認された事業計画を企

画･運営するだけでなく関連する複数の委員会の運

営を統括し、また日本司法書士連合会から降りて

くる無数の依頼事項、連絡事項を中心とした情報

を迅速にかつ適宜･的確に処理しなければならな

い。これらの業務を自身の個人事務所業務と同時

並行して対応しなければならず、その時間的･肉体

的･精神的そして経済的コスト（逸失利益）は想像

以上のものである。それでも彼らは目の前の「仕事」

に対し責任を持って黙々と対応している。彼らに

対し「役職を引き受けた以上、職責を全うするの

は当然」と言うのは簡単であるが、他人事のよう

に評論してそう簡単に結論付けて良いものだろう

か。

今、経理部を中心に今後の会財務と会務の在り

方を見据えて、会務日当並びに事業部長職及び綱

紀調査委員長等の役員手当等の増額ないし新設を

含む管理費項目に関する予算計上の見直し案を検

討しており、来る定時総会において関連規則の変

更を伴う提案を上程する方針である。この件は、

事業部長職等の負担に見合った報酬を手当するこ

とで適正な人材の確保実現を趣旨として、一昨年

から理事会でも慎重に協議をしてきたが、細かな

点での意見は様々あるものの、見直しの方向性で

は賛同を得ている。この見直し案も人材を育成し

確保するための事業作用の一環ではあるが、これ

をもって常務理事者に特に顕著な「多重会務者」

が直ちに解消でき、そして将来にわたり人材を確

保し育成できるとは、実は全く考えていない。私

にとって、この見直しの提案は、当会の会務の担

い手を確保するための全会員に対する「問題提起」

にすぎないのである。

私が期待すること

会の事業を思い切って縮小することで予算も大

幅に削減し、個々の会務の負担も軽減させる、そ

んな意見もあるだろう。なかなか魅力的な提案で

ある。しかし、どうだろうか。どのような制度で

もそうであるが、その制度を支える組織、或いは

構成員に活力がなければその制度の発展は望めな

いのではないだろうか。そして、組織や構成員に

活力を求めるには、制度の目的に対する理念や事

業方針の行動性において積極的で前向きな姿勢が

必要であると私は考えている。この考え方は、こ

れまで長年にわたり当会の事業執行にかかわって

きた私の基本的なスタンスである。従って、事業

の発展的解消ないし一時的な集中と選択の結果と

しての事業の縮小は理解できるが、見識のない短

絡的な事業縮小論には賛同できない。仮に、会費

負担を軽減することを目的に、これまで実績とし

て築き上げてきた様々な事業を縮小すれば、それ

なりに会員には歓迎され、目先の利益を優先する

ことができるかもしれない。しかし、長い目で見

たとき、そのことで制度の維持発展に向けた活力

が、会組織や会員個々から失われてしまえば、我々

自身が身を置くこの制度のゆく末は、いったいど

のようになるのか。一旦、衰退を辿りだしたもの

を立て直すことは容易ではなく、失われた人材は

そう簡単には回復はできないはずである。

司法書士制度を今以上に発展できないにしても、

国民に受け入れてもらえる制度として、せめて現

状の維持を望むのであれば、少なくとも目先の利

益に誘惑されることなく、我々の社会的役割に対

し常に向上心に溢れた姿勢を志向し、惜しみのな

い積極的な事業活動を展開する以外に我々に選択

する道はないのではないだろうか。そのためには、

繰り返しではあるが「人材の育成と登用」の事業

化と対策強化の実現は、急務の課題である。

今年度にその事業化の端緒を付けられたことは

小さな前進ではあるが、当会にとっては大きな一

歩である。京都司法書士会が、他会を先導し制度

発展の推進力になり、そしてその推進力のエネル

ギーとなる人材を常に輩出できる流れに会員が賛

同し、惜しみない支援ができる前向きな組織であ

ることを、私は期待したい。
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風は気まぐれだ。こちらに元気を与えてくれるような風もあれば、行く手を阻む

ような風をたたきつけてくる時もある。

順風の時は誰でも勢いがつく。だけど逆風の時はどうなのか？そのまま打ちのめ

されるかもしれない。あきらめてしまうかもしれない。

しかし、人の真価を問われるのはまさにこの逆風の時だ。そのときにどう動くか

で人はその後を力強く生きていける。

私たち司法書士の未来はどうなのであろう。

法改正がなされ日々少しずつ変化していくし、１つの判決によって業務が変わる

こともある。またその先に出現するＡＩ等の技術革新にどう向き合うのか。

ただ現実に流されるのではなく、冬にエネルギーを蓄え、春に開花する植物のよ

うに、今は足下を固める時期なのかもしれない。

この特集が将来の指針となれば幸いである。

特　集



Vol. 95

− 5 −

多くの司法書士は、いわゆる「株主リスト」を

添付書類に加える昨年１０月施行の商業登記規則改

正への登記実務の対応において、改正の趣旨・内

容を顧客会社に説明する中で、少なからずの非上

場中小企業において、株主情報の管理、あるいは

経営施策の円滑な履践に向けた株主構成の見直し

が十分に行われていない状況があることを再認識

したのではなかろうか。

例えば、いわゆる名義株主がいる、株主が行方

不明である、判断能力が欠如又は低下した株主が

いる、株式の所有が分散化してしまっている、倒産・

破産した株主がいる、株主権をめぐる潜在的又は

顕在的な紛争がある、株主に相続が開始している

が遺産分割協議がまとまらない、あるいは経営サ

イドの株主にとって好ましいとはいえない者が株

式を相続する等々の問題をかかえながら、これを

放置していることがしばしばあるが、このことは、

とりわけ非上場中小企業において、事業継続に当

たり大きなリスク要因となりうる。

問題を放置したまま、不適法な株主総会の招集

を行っていたり、実体を伴わない株主総会決議を

取り繕っていたりすると、突然、決議の取消し、

不存在・無効の主張を受け、経営サイドが意図す

る合併・会社分割等の重大な施策の実行ができな

くなるばかりか、役員の選任や計算書類の承認等

すら不可能になり、事業の継続自体が危殆に瀕す

ることになったり、また、例えば、いわゆる名義

株が相続財産であると認定され、多額の相続税の

課税につながったり、後々の株主整理のために、

多額の株式買取費用の捻出や贈与税・所得税の負

担を強いられたりするリスクも存する。

このような状況下、私たち司法書士のサポート

が期待されるところが大きいと言えないであろう

か。

私自身、顧客会社・税理士等に「株主リスト」

の趣旨や内容を説明する際、株主管理の重要性に

言及のうえ問題・課題の存否を確認し、対応策を

検討・提案させていただく機会が増えた。

株主整理の必要性が肯定される場合において、

経営サイドの株主が少数株主から株式を合意取得

することや必要に応じ会社法第１７９条の売渡請求を

行うこと等をサポートする局面が考えられる。

種類株式や属人的種類株式を利用して株主の判

断能力の欠如や低下等に対するリスクヘッジを施

すことも、会社にとって有用な場合がある。

また、会社や株主の状況によっては、株主間契

約を選択的又は併用的に採用して、柔軟できめ細

かな手当てを施すことが有益となることもあろう。

最近、巷では民事信託が注目されているが、株

式を信託財産とし、信託業法に抵触しない範囲で

司法書士が関与して、信託契約の内容に沿って、

受益者たる株主のために、適切な議決権行使等が

なされるよう、スキームの構築やその実行をサポー

トすることも可能であると考える。

非上場の中小企業においては、司法書士が会社

法上の株主名簿管理人に就任したり、また、それ

に近い立場として株主管理事務をサポートしたり

して、株主管理の徹底を図ることも期待されるこ

ともあろう。

更には、株主総会の適時適切な招集や運営自体

をサポートすることで、会社法に基づく意思決定

に関する実務対応への会社経営サイドの不安払拭

にも資することが可能となるのではなかろうか。

このように、先般の「株主リスト」添付にかか

る商業登記規則改正を機に、私たち司法書士が顧

客会社等に株主管理の重要性を説明し、問題点の

「株主リスト」の商業登記規則改正を機に

洛西支部 岡　田　高　紀

特　　　集
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検討やその改善をサポートすることで、リスクの

除去・低減や事業の安定的継続・成長に寄与し、

司法書士がなお一層、会社やその関連ステークホ

ルダーズから信頼を得ていくことができればと、

私は切に考える次第である。
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１．はじめに

平成２８年６月２７日、最高裁第１小法廷は、司法

書士の裁判等実務に大きな影響を与える重要な判

断を示した。この訴訟は、既に終了した債務整理

事件の依頼者が、事件を処理した司法書士に対し、

その内容が弁護士法違反にあたるとして、当該司

法書士が受領した報酬相当額、慰謝料等を求めた

損害賠償請求事件であり、第１審が和歌山地裁に

係属したことから、和歌山訴訟と言われている。

本件訴訟では、司法書士の裁判書類作成業務に関

する部分を含め様々な論点があったが、最高裁が

上告を受理したのは「司法書士法３条１項７号の

解釈適用の誤りをいう部分」である。そこで、本

稿では、本件訴訟の司法書士の裁判外代理権に関

する部分について考える。

２．司法書士の裁判外代理権限

判決の内容に入る前に、司法書士の裁判外代理

権の内容を確認しておきたい。

（１）「紛争の目的の価額」

平成１４年の司法書士法改正により、司法書士

は、いわゆる簡裁訴訟代理関係業務を行うこと

ができるようになったが、簡裁訴訟代理関係業

務における司法書士の代理権は、あらゆる法律

事務を扱うことができる訳ではないから、制限

的な代理権といえるが、その制限の１つとして、

金１４０万円（裁判所法３３条１項１号に定める額）

という金額の制限がある。依頼者等に「弁護士

さんとは違って、司法書士が代理できるのは

１４０万円以内なんです。」などと説明することが

あるが、実はそう簡単なものではない。一体何

が１４０万円以内でなければならないかは、代理す

べき手続によってそれぞれ定められている。司

法書士の裁判上の代理権（法３条１項６号、以

下単に「６号」ということがある。）の場合は、

たとえば訴訟においては「訴訟の目的の価額」（同

号イ）、民事調停においては「調停を求める事項

の価額」（同号ニ）などと規定されており、裁判

外代理権（法３条１項７号、以下単に「７号」

ということがある。）においては、「紛争の目的

の価額」という文言がある。すなわち、司法書

士は、同じ紛争を処理する場合であっても、選

択する手続に応じてその「価額」を算定し、こ

れが１４０万円以内であるかを判断しなければなけ

ればならないというわけである。この点、裁判

上の代理における「価額」は、申立手数料算定

の基準となっており（民事訴訟費用等に関する

法律３、４条。但し、６号ホの少額債権執行手

続においては、請求債権額そのもので判断する

ことになる。）、その「価額」の算定方法が確立

しているから、これに従って「価額」を算定す

ることにより、当該事件を処理しようとする司

法書士のみならず、相手方当事者や裁判所も容

易に代理権の有無を判断することができる。し

かし、裁判外代理における「紛争の目的の価額」

については、その算定方法が定められていない

から、その解釈が問題となる。

（２）「紛争の目的の価額」の算定における司法書

士側の考え方

上記のとおり、司法書士が、裁判上の代理権

を行使する場合、その手続に応じ、６号各号に

定める「価額」を算定し、自らの代理権の有無

を判断することになるが、司法書士が、その代

理権の範囲を超えて裁判手続を行うと、弁護士

法違反となってしまうのであるから、この「価額」

の算定は、司法書士の行為規範として機能する。

和歌山訴訟最高裁判決について

城南支部 柴　田　宏　明

特　　　集
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弁護士法との関係では、裁判外代理権について

も同様であり、７号の「紛争の目的の価額」の

算定方法が確立されていなければ、司法書士は、

代理権の有無を判断することができない。では、

どのようにして、「紛争の目的の価額」を算定す

ればよいか。

この点、６号の各代理権と７号の代理権の関

係について定めた規定はないものの、立法担当

者による「注釈司法書士法（第３版）」（テイハン）

（以下「注釈」という。）が、「弁護士に依頼する

ことが困難なことが多い比較的少額な事件につ

いて、「国民の権利擁護に不十分な現状を直ちに

解消する必要性にかんがみ」（司法制度改革審議

会意見書８７頁）、司法書士の専門性を活用しよう

とするところにある。そのため、簡易裁判所に

おける訴訟代理の対象とされる民事に関する紛

争について、司法書士が相談に応じ、又は裁判

外の和解について代理することができるように

することが、司法制度改革審議会の意見書の趣

旨に沿うと考えられる。」（注釈１１２頁）とし、法

３条１項７号の「簡易裁判所における民事訴訟

法の規定による訴訟手続の対象」にならないも

のとして、「人事訴訟」、「家事審判法９条の規定

による審判事項」（平成２５年１月１日に家事事件

手続法の施行に伴い家事審判法は廃止された。）、

「行政事件訴訟」及び「会社関係訴訟で地方裁判

所の専属管轄となっている事件」のみを掲げ（注

釈１１４頁）、いわゆる債務整理事件について債務

弁済協定調停事件や特定調停事件を想定して「紛

争の目的の価額」を算定すべき旨説明している

こと（注釈１１７頁）からすれば、調停手続代理を

含む６号の各代理権と７号の代理権の範囲は同

一であると考えることができ、そうであるなら

ば、７号の「紛争の目的の価額」は、６号の「訴

訟物の価額」や「調停を求める事項の価額」を

算定する基準と同様の基準によって算定すべき

であるというのが司法書士側の立場であった。

すなわち、司法書士が代理人となって和解交渉

をしようとする場合には、その紛争を仮に「訴え」

や「調停」等の裁判所手続にのせた場合を想定し、

その「訴訟物の価額」や「調停を求める事項の

価額」を「紛争の目的の価額」と考えるのであ

る（この考え方は、「全訂　司法書士裁判外和解

と司法書士代理の実務」（日本加除出版）におい

て詳細に説明されているので、参照されたい。）。

３．具体的争点

債務整理事件の処理内容に関する紛争である本

件訴訟における法３条１項７号に関する争点は次

の３つである。

（１）個別額説ＶＳ総額説

いわゆる多重債務者は、複数の貸金業者等か

らの借入がある。このような依頼者の任意整理

事件（裁判外の交渉により、支払額や支払方法

について和解することにより、債務者の経済的

再生を図る。）を受任する場合、「紛争の目的の

価額」をどのように算定すべきか。

ア．個別額説

債権者毎に「紛争の目的の価額」を算定しよ

うというのがこの考え方であり、司法書士側の

立場である。

イ．総額説

依頼者の総債務額を基準に「紛争の目的の価

額」を算定しようというものであり、依頼者側

が主張していた立場である。この考え方によれ

ば、債権者毎であれば「紛争の目的の価額」が

１４０万円以下となる場合であっても、債務総額が

１４０万円を超えている場合、司法書士が代理する

ことはできない。

（２）受益額説ＶＳ債権額説

個別の債権者との関係では、任意整理事件に

おける「紛争の目的の価額」をどのように算定

すべきか。

ア．受益額説

任意整理事件で行う処理を裁判上の手続によ

り行うとすれば、債務弁済協定調停や特定調停

が考えられるから、仮にこれらの手続に当ては

めて算定した「調停を求める事項の価額」を基

準に「紛争の目的の価額」を考えるというもの

であり、司法書士側の立場である。

この考え方によれば、９００万円の貸金債務を３

年後に一括払いする弁済計画案である場合には、



Vol. 95

− 9 −

９００万円×５％（民事法定利率。債務者が非商人

である場合。）×３＝１３５万円となり、司法書士は、

この裁判外の和解について代理することができ

る（注釈１１７頁）。

イ．債権額説

債権額（債務額）を基準に「紛争の目的の価額」

を算定しようというものであり、依頼者側が主

張していた立場である。

（３）個別訴訟物説ＶＳ合算説

制限超過利率による金銭消費貸借取引では、

約定利率による計算では借入金債務が残るが、

利息制限法による引き直し計算をすれば過払い

となっているということがある。このような借

主の代理人として、裁判外で過払金の請求をす

る場合の争点である。

ア．個別訴訟物説

過払金の額を基準に「紛争の目的の価額」を

算定するという考え方であり、司法書士側の立

場である。

イ．合算説

過払金の額と約定利率による残債務の額を合

算したものを「紛争の目的の価額」とする考え

方であり、依頼者側が主張していた立場である。

４．最高裁の判断（最１小判平成２８年６月２７日判

例時報２３１１号１６頁）

原審（大阪高判平成２６年５月２９日）は、結論と

して、「個別額説ＶＳ総額説」については「個別額

説」、「受益額説ＶＳ債権額説」については「債権

額説」、「個別訴訟物説ＶＳ合算説」については「個

別訴訟物説」を採用した。最高裁は、双方の上告

受理申立てを受理し、各上告をいずれも棄却した。

（１）法３条１項６号と同項７号の関係

従来からの司法書士側の立場は、６号各号全

ての代理権の範囲と７号の代理権の範囲が完全

に一致することを前提としていたことは上記２

（２）のとおりである。これに対し最高裁は、６

号と７号の関係について、「法は、認定司法書士

の業務として、簡易裁判所における民訴法の規

定による訴訟手続（以下「簡裁民事訴訟手続」

という。）であって、訴訟の目的の価額が裁判所

法３３条１項１号に定める額を超えないものにつ

いて代理すること（法３条１項６号イ）、民事

に関する紛争であって簡裁民事訴訟手続の対象

となるもののうち、紛争の目的の価額が上記の

額を超えないものについて、裁判外の和解につ

いて代理すること（同項７号）を規定する。法

３条１項６号イが上記のとおり規定するのは、

訴訟の目的の価額が上記の額を超えない比較的

少額のものについては、当事者において簡裁民

事訴訟手続の代理を弁護士に依頼することが困

難な場合が少なくないことから、認定司法書士

の専門性を活用して手続の適正かつ円滑な実施

を図り、紛争の解決に資するためであると解さ

れる。そして、一般に、民事に関する紛争にお

いては、訴訟の提起前などに裁判外の和解が行

われる場合が少なくないことから、法３条１項

７号は、同項６号イの上記趣旨に鑑み、簡裁民

事訴訟手続の代理を認定司法書士に認めたこと

に付随するものとして、裁判外の和解について

も認定司法書士が代理することを認めたものと

いえ、その趣旨からすると、代理することがで

きる民事に関する紛争も、簡裁民事訴訟手続に

おけるのと同一の範囲内のものと解すべきであ

る。」と判示した。このように最高裁は、６号

各号全ての代理権の範囲と７号の代理権の範囲

が一致するのではなく、７号と関連性があるの

は６号イのみであるとしたのである。この点に

ついては、「（簡易裁判所における民事訴訟法の

規定による訴訟手続の対象となるものに限る。）」

という条文に忠実ということができるが、上記

２（２）で示した立法担当者の意向とは大きく

異なっている。今思うと、立法担当者が、なぜ、

このような文言を条文に用いたのかが疑問であ

る。そして、さらに最高裁は、「複数の債権を対

象とする債務整理の場合であっても、通常、債

権ごとに争いの内容や解決の方法が異なるし、

最終的には個別の債権の給付を求める訴訟手続

が想定されるといえることに照らせば、裁判外

の和解について認定司法書士が代理することが

できる範囲は、個別の債権ごとの価額を基準と

して定められるべきものといえる。」として、６
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号イの訴訟代理の中でも債権者側が提訴する訴

訟のみを想定して７号の代理権の範囲を画する

ものとした。この考え方によれば、たとえば、

貸金の債務者が、２００万円の貸金請求に対し、残

債務は１００万円しか存在しないとして、債務不存

在確認訴訟を提起する際司法書士は６号イの権

限に基づいて代理することができるものの、裁

判外では代理することができないという事態が

生じてしまうのであるが、「法３条１項７号は、

同項６号イの上記趣旨に鑑み、簡裁民事訴訟手

続の代理を認定司法書士に認めたことに付随す

る」としながら、さらに限定を加え、結局は、

７号の代理権の範囲が６号イの代理権の範囲と

も一致しないというのは、やや説得力にかける

ように思う。

（２）「個別の債権の価額」とは

ところで、最高裁は、単に債権の価額という

だけなので、これが具体的に何を指すのかは検

討が必要である。まず、実体上の債権額を指す

のか、それとも債権者が主張する額を指すのか

であるが、実体上の債権額という立場は採り得

ないと考える。なぜなら、実体上の債権額といっ

てみても、既判力によって確定する以外には、

結局は当事者の主張額でしかなく、これが認め

られるとすれば、紛争の目的を特定するにあた

り恣意的な判断を許す可能性があり、その結果、

司法書士の代理権の判断基準が曖昧なものとな

るおそれがあるからである。したがって、債権

者が主張する額と考えるべきである（制限超過

利率による金銭消費貸借取引の場合に利息制限

法による引き直し計算後の金額を債権額とすべ

きという考え方があるが、いわゆるみなし弁済

がほぼ認められないとはいえ、「紛争の目的の価

額」を算定する際に実体判断を含めることは相

当でない。）。次に、元本額を指すのか、それと

も利息、損害金との合計額を指すのか。これに

ついては、７号が「同項６号イの上記趣旨に鑑み、

簡裁民事訴訟手続の代理を認定司法書士に認め

たことに付随する」ものであり、かつ、「最終的

には個別の債権の給付を求める訴訟手続が想定

されるといえる」ということからすると、債権

者がその債権の給付訴訟を提起する場面と同様

に、「紛争の目的の価額」に利息、損害金の額を

算入する必要はないと考える（上記２（２）で

示した６号代理権の基準に従って７号代理権の

有無を検討するという考え方は、６号イ代理権

の給付訴訟の基準に限り、なお妥当すると考え

る。）。

（３）結論

結局、最高裁は、「個別の債権ごとの価額を基

準として定められるべき」と結論づけ、「個別額

説ＶＳ総額説」については「個別額説」、「受益

額説ＶＳ債権額説」については「債権額説」を

採用した。なお、「個別訴訟物説ＶＳ合算説」に

ついては、直接触れていないが、「個別の債権ご

と」というのであるから、論理的帰結として「個

別訴訟物説」の立場と考えられる。

５．おわりに

本件訴訟では、平成２８年６月２日に最高裁弁論

が開かれ、私は運良く傍聴することができた。そ

の日は、全国からおそらく１００名以上の司法書士が

集まったが（傍聴できたのは４０名前後）、そのほ

とんどが積極的に裁判実務に取り組んできた人た

ちだと思う。結果として「受益額説」が否定され

たことは、司法書士にとって嬉しい話ではないが、

このような方々を見て心強く感じたのも事実であ

る。本件訴訟の対応をされた方はもちろん、裁判

実務を積極的に取り組んできた方々に敬意を表し

たい。

以上
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１．成年後見制度利用促進法の成立

昨年、「成年後見制度の利用の促進に関する法律」

が成立、５月から施行された。平成１２年に現在の

成年後見制度になって以来、リーガルサポートに

とっても最も大きな出来事だといってよい。

促進法は、成年後見制度の利用促進に関する計

画を策定･実施することを定めるプログラム法であ

る。成年後見制度利用促進基本計画の内容は、３

月頃を目指して閣議決定され、計画実施のための

法制上･財政上の措置を施行後３年内に講じるもの

とされている。

促進法は、①成年後見制度の理念の尊重（ノー

マライゼーション、自己決定権の尊重、身上の保

護の重視）、②地域の需要に対応した成年後見制

度の利用の促進及び③成年後見制度の利用に関す

る体制の整備という３つの基本理念を掲げている。

そして促進法１１条に掲げる１１の基本方針を具体化

していくこととなる。

われわれリーガルサポートだけでなく、成年後

見に携わる者は、すべてこの枠組の中で活動して

いくこととなる。以下は、促進委員会の現段階の

資料に基づいて、今後の見通しをまとめたもので、

パブリックコメントの結果を踏まえて修正される

こともありうるが、おおまかな流れを理解してい

ただくためにお知らせすることをご了承いただき

たい。

２．身上監護の重視

まず、促進委員会の資料中、「これまでの成年後

見制度が、財産の保全の観点のみが重視され、本

人の利益や生活の質の向上のために財産を積極的

に利用するという視点に欠けるなどの硬直性が指

摘されてきた点を踏まえると、本人の意思決定支

援や身上保護等の福祉的な観点も重視した制度と

する必要があり、今後一層、身上の保護の重視の

観点から個々のケースに応じた適切で柔軟な運用

が検討されるべきである」との指摘は見過ごせな

い。

特にこの２年間、公益認定等委員会から不正防

止策の実施が強く求められ、被後見人等の財産保

全に意識が向いていたという事情もあるとはいえ、

これからは軌道修正が求められる。例えば、厚生

労働省の平成２６年度の障害者総合福祉推進事業の

成果物の１つとして公益社団法人日本発達障害連

盟による「意思決定支援ガイドライン（案）」が示

されており、そこでは、意思決定支援の過程として、

１．アセスメント、２．意思決定支援計画の作成、

３．意思決定支援の実施、４．実施状況の把握（モ

ニタリング）、５．意思決定支援実施の評価とフォ

ローといった手順が示されている。こうした事柄

にも配慮しながら後見事務を遂行し、被後見人等

の人生の伴走者として、利用者の障碍特性を理解

し、継続的に支援を行っていかなければならない。

３．地域連携ネットワーク

更に促進委員会の資料では、「本人の自己決定権

を尊重し、身上保護を重視した成年後見制度の運

用を行うため、本人の状況に応じて、本人に身近

な親族、福祉･医療･地域の関係者と後見人がチー

ムとなって日常的に本人を見守り、本人の意思や

状況を継続的にフォローするような体制を構築す

るとともに、福祉･法律の専門職が専門的助言･相

談対応等のサポートに参画する仕組みを整備す

る」とされている。もとより被後見人等の生活を

支えるためには、後見人だけではなく医療･介護関

係の方々との連携は欠かせないと日々実感してい

成年後見制度利用促進法以後の
リーガルサポート

公益社団法人成年後見センター・
リーガルサポート京都支部　支部長 森木田　一　毅

特　　　集
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るところではある。この原稿を書いている時点で

は、その仕組みとして、市町村の中核機関を中心

に、各地域の連携ネットワークが、ア）広報機能、

イ）相談機能、ウ）成年後見制度利用促進機能、

エ）後見人サポート機能の４つの機能を果たすと

共に、オ）不正防止効果にも配慮するものと考え

られている。具体的にはアイウの３つの機能によ

り後見制度の利用を必要とする人を掬い上げて事

実上個々の後見人等とのマッチングも行い、エオ

の機能により監督機能も担うことを想定し、現在

家庭裁判所が行っている機能の司法判断を除いた

大きな部分を肩代わりすることになりそうである。

リーガルサポート京都支部でも地域連携を１つ

の柱として、各地域のネットワークに入っていく

努力を積み重ねている。今後はその重要性が更に

増してくるのである。これまでリーガルサポート

は、日本最大の後見人供給組織としてその地位を

維持してきたが、ひとつ間違うとこうした仕組み

から滑り落ちてしまう危険性もないとは言えない。

リーガルサポートの地域連携推進委員会の委員

だけでなく、会員の皆様にも、様々な局面で地域

の医療･福祉関係者の方々と対話して、その考え方

を知り、私たちの知識･経験を役立てていただくこ

とで、司法書士のプレゼンスを高めてくださるこ

とを強くお願いして本稿を閉じる。
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１．はじめに

平成２７年９月に個人情報保護法が改正され、平

成２７年９月９日（公布日）から２年以内の政令で

定める日以降は、顧客や従業員の個人情報を紙面

やパソコンで名簿化して事業に活用しているすべ

ての事業者は、個人情報保護法のルールに則った

個人情報の取扱いが求められた。政府は、平成２８

年１２月２０日の閣議において、改正個人情報保護法

の全面施行日を平成２９年５月３０日とした。なお、

オプトアウトによる第三者提供（法第２３条第２項）

に関する個人情報保護委員会への届出日は、平成

２９年３月１日からとなっている。これにともない、

平成２８年１１月３０日付で個人情報の保護に関するガ

イドラインが公表された。司法書士会、司法書士

個人についても改正法に則った対応が必要になる。

そこで、個人情報保護法とはどんな内容なのか、

改正法の要点を確認し、個人情報保護法の特別法

であるマイナンバー法（行政手続きにおける特定

の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律）の運用の現実について、我々の業務にかかわ

る部分について思うことを述べることにした。あ

くまで、個人的な意見にすぎないことをお断りし

ておく。

２．個人情報保護法の概要

１．法律の構造について

個人情報保護法は、官民共通の基本理念を

定めた基本法の部分第１章から第３章と、民

間部門に対する一般法としての性格をもつ部

分第４章〜第７章に分けられる。そして、個

人情報を取り扱う部門ごとに適用されるべき

一般法が異なっている。

２．民間事業者が負う義務

個人情報保護法は、民間事業者全般を「個

人情報取扱事業者」として位置づけ、個人情

報を適正に取り扱うために遵守すべき具体的

な義務を課すことを基本にしている。義務の

内容は、情報の種類を㋐個人情報、㋑個人デー

タ、㋒保有個人データの３種類に分けて義務

の内容を積み上げている。義務を負うのは、

個人情報取扱事業者である。

３．個人情報に関する義務

個人情報について、個人情報取扱事業者が

負う義務は主として４つある。

㋐利用目的をあらかじめできるだけ特定し

なければならない（１５条）、㋑個人情報の取扱

は特定した利用目的の範囲内でのみ取り扱う

（１６条）、㋒個人情報を不正の手段により取得

してはならない（１７条１項）、㋓利用目的を取

得する際に本人に通知または公表する必要が

ある。特に、本人から書面または電磁的記録

で直接取得する際には、あらかじめ明示する

ことが必要となる。（１８条１項・２項）

４．個人データに関する義務

個人情報保護法では、取り扱う情報が「個

人データ」に該当するときは、さきほどの個

人情報に関する義務にプラスしてさらに義務

が付加され、安全管理措置の実施が必要とな

る。講じるべき具体的措置の内容は、㋐組織

的安全管理措置、㋑人的安全管理措置、㋒物

理的安全管理措置、㋓技術的安全管理措置で

ある。

５．保有個人データに関する義務

個人データのうち「保有個人データ」に該

当するものにはさらに義務が付加される。保

改正個人情報保護法の施行を前に思うこと

副会長 山　口　基　樹

特　　　集
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有個人データに関する義務は、保有個人デー

タに関する事項の公表（２７条１項）と、本人

関与と呼ばれるものである。（２７条２項〜 ３４

条）

３．改正個人情報保護法の概要

１．定義の明確化

ⅰ．個人情報の定義

特定の個人の身体的特徴を変換したもの

（顔認識データ）等は特定の個人を識別する

情報であるため、これを個人情報として明

確化した。（２条１項・２項）

ⅱ．要配慮個人情報

本人に対する不当な差別または偏見が生

じないように、人種・信条、病歴等が含ま

れる個人情報については、本人の同意を得

て取得することを原則義務化し、本人の同

意を得ない第三者提供の特例（オプトアウ

ト）を禁止した。（２条３項）

ⅲ．個人情報データベース等の除外

個人情報データベース等から利用方法か

らみて個人の権利利益を害するおそれが少

ないものを除外した。（電話帳など）

ⅳ．小規模取扱事業者への対応

取り扱う個人情報が５000人分以下の事業

者へもこの法律が適用されることになった。

要するに、すべての司法書士事務所がこの

法律の適用対象になった。

２．個人情報等の有用性の確保

ⅰ．匿名加工情報

特定の個人を識別することができないよ

うに個人情報を加工したものを匿名加工情

報と定義し、その加工方法を定めるととも

に、事業者などによる公表などその取扱に

ついての規定を設けた。（２条９項・１０項、

３６条〜 ３９条）

ⅱ．利用目的の制限の緩和

個人情報を取得したときの利用目的から

新たな利用目的へ変更することを制限する

規定を緩和した。（１５条２項）相当の関連性

→関連性と相当の文言を削除

ⅲ．個人情報保護指針

認定個人情報保護団体が個人情報保護指

針を作成する際には、消費者の意見を聞く

とともに個人情報保護委員会に届け出る。

個人情報保護委員会は、その内容を公表す

る。（５３条）

３．個人情報の流通の適正の確保

ⅰ．オプトアウト規定の厳格化

オプトアウト規定による第三者提供をし

ようとする場合、データの項目を個人情報

保護委員会に届け出が必要になる。そして、

個人情報保護委員会は、その内容を公表す

ることになる。（２３条２項〜４項）

ⅱ．トレーサビリティの確保

個人情報の受領者は提供者の氏名やデー

タの取得経緯等を確認、記録し、一定期間

その内容を保存することになる。また、提

供者も受領者の氏名等を記録し、一定期間

保存することとされた（２５条・２６条）（名簿

業者対策といわれるもの）。

４．個人情報保護委員会

内閣府の外局として個人情報保護委員会を

新設（マイナンバー法の特定個人情報保護委

員会を改組）し、現在主務大臣が有する権限

を集約するとともに立ち入り検査の権限等を

追加した。（５０条〜 ６５条）

５．請求権

開示、訂正、利用停止等、本人による開示、

訂正、利用停止等の求めは、裁判所に訴えを

提起できる請求権であることが明確化された

（２８条〜 ３４条）。

６．改正個人情報保護法が司法書士執務へ

　　及ぼす影響

ⅰ．司法書士事務所のすべてが個人情報取扱

　　　事業者に

取り扱う個人情報が５０００人分以下の事業

者へもこの法律が適用されることになった

ことから、司法書士事務所のすべてが個人

情報取扱事業者になった。従来事件の依頼

を受けた顧客情報に基づき、何かの案内を

送付していた場合には、利用目的の通知を
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行う必要がある。また、ホームページを開

設している事務所などでは、個人情報保護

方針を作成し、公表することが望ましい。

ⅱ．データ内容の正確性の確保について

法１９条は、データの内容につき、⑴利用

目的の達成に必要な範囲内で、正確かつ最

新の内容に保つことと、⑵不要となった

データは遅滞なく消去するよう努めなけれ

ばならないとしている。⑵が今回新たに努

力義務として付け加わった。私たちは、立

会い記録とか取扱事件データの記録を保管

しデータベースにしていると思う。皆さん

は、期間を定めて保管しているであろうか。

むしろ、将来の紛争に備えて長期に保管す

る人が多いのではないか。過去の司法書士

の懲戒処分においても、かなり古い事件の

懲戒例があったりすると、不要になったか

らといって、安易に消去するということに

は、心理的な抵抗がある。そもそも不要に

なるというのは、司法書士の執務において

どの時点なのか明確にいえないところもあ

る。この改正個人情報保護法の消去規定を

遵守するためには、司法書士法の改正をす

ることが必要であると考える。司法書士法

を改正して、除斥期間を設けることが必要

である。そうすることで、不要になった個

人情報の消去が安心してできるようになる。

改正個人情報保護法にのっとった司法書士

執務を行うためには、司法書士法の改正が

必要である。消去規定は努力義務であるが、

司法書士の執務は、法の目的にそって行わ

なければならないからである。

４．マイナンバー法の施行を受けて

１．マイナンバー法の保護措置

マイナンバー法では、マイナンバーが有す

る対象者を正確に特定することができるとい

う性質からさまざまな効果が期待できると同

時に、国民のプライバシー権を侵害するおそ

れもあるため、従来からの個人情報保護法よ

りもさらに厳格な保護措置を規定している。

改めて確認する。

２．マイナンバー法による保護措置の内容

ⅰ．利用規制

利用規制については、利用範囲の制限、

目的外利用の原則禁止、利用目的の通知、

ファイル作成制限がある。

ⅱ．利用範囲の規制

利用範囲は、社会保障・税・災害対策の

３分野に限定されている。さらにこれらの

３分野であっても法令・条例で定められた

事務のみに利用できるという内容になって

いる。具体的には、番号法第９条１項から

３項に定められた事務のみの限定列挙とい

うことになる。そして利用する事務もⅰ個

人番号利用事務、ⅱ個人番号関係事務に分

類されている。

個人番号利用事務というのは、行政機関

等が、社会保障、税、災害対策に関する特

定の事務において、個人番号を利用して処

理する事務を「個人番号利用事務」（法９条

１・２項）といい、個人番号利用事務を処

理する者及びその全部または一部の委託を

受けた者を個人番号利用事務実施者という

（２条１２項）。

個人番号関係事務というのは、法令又は

条例で他人の個人番号を記載した書面の提

出や個人番号を利用した事務を行うとされ

た者、事業主やその事務の委託を受けた者

が主体となるものについて、例えば、従業

員の健康保険の資格取得の届け出を年金事

務所に提出したり、給与の支払い調書を税

務当局へ提出したりするといった事務など

が「個人番号関係事務」（９条３項）になる。

そしてこの事務を処理する者を個人番号関

係事務実施者という（２条１３項）。マイナン

バーの流れは、民間→個人番号関係事務実

施者→個人番号利用事務実施者または民間

→個人番号利用事務実施者という流れで手

続きが進む。

ⅲ．目的外利用の原則禁止

目的外利用の禁止は、個人情報保護法で
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も定められているが、マイナンバー法はさ

らに徹底し、例外事由も厳格に限定してい

る。具体的には行政機関は次のアのみ、そ

の他にあってはア・イの場合のみ特定個人

情報の目的外利用が認められるだけである。

ア．人の生命、身体又は財産の保護のため

に必要がある場合であって本人の同意が

あるか又は本人の同意を得ることが困難

であるとき（法３０条１項〜３項、３２条）。

イ．激甚災害時等であって一定の要件を満

たす場合（法９条、３０条、３２条）。

ⅳ．利用目的の通知

マイナンバーの取扱いについては番号法

と個人情報保護法の適用があるため、マイ

ナンバーを取り扱う際には利用目的の通知

または公表しなければならない。この義務

のある主体は個人情報取扱事業者というこ

とになる（１５条１項・１８条１項）。そして、

マイナンバーの提供を受ける際には本人確

認が必要である（法第１６条）。具体的には①

番号確認（提供を受けたマイナンバーが正

しいかどうか）と②身元確認（番号の正し

い持ち主であるか）を行う。

ⅴ．ファイル作成制限

マイナンバーは強い個人識別性があるた

め特定個人情報ファイルを作成できる場合

が限定されている。どのようにかというと、

個人番号関係事務と個人番号利用事務に限

定されている。

ⅵ．提供規制

提供規制は１つの機関を超えて情報がや

りとりされる際の規制ということになるが、

情報が不必要にやりとりされたり、転々流

通したりしないように各種規制をしている。

提供の制限については、マイナンバー法

では特定個人情報を提供できる場合を限定

列挙し、それ以外の提供を一切禁止してい

る（法１９条）。一般法では本人の同意を得た

場合は、個人情報を提供することができる

とされているが（個人情報法２３条１項）、マ

イナンバー法では、本人の同意があっても

特定個人情報の提供は認められない。法１９

条各号に該当する場合以外は、特定個人情

報の提供はできない。

提供要求の制限については、マイナンバー

法では、特定個人情報の提供を制限するだ

けでなく、提供を要求することができる場

合も限定している。提供要求の制限は、提

供制限と対応する形で規定されており、法

１９条各号に基づき特定個人情報を提供する

ことができる場合を除き、何人もマイナン

バーの提供を求めることはできない。（法１５

条）ただし、同居のこども・配偶者のマイ

ナンバー等、同一世帯の者のマイナンバー

を求めることは、マイナンバー法上許され

ている（１５条括弧書き）。

ⅶ．収集・保管制限

マイナンバー法では、特定個人情報の提

供行為、提供要求行為だけでなく、特定個

人情報を収集したり保管したりすることが

できる場合も制限している。提供制限と対

応する形で規定されており、番号法第１９条

の各号に該当する場合を除き、何人も他人

の特定個人情報の収集や保管が禁止されて

いる（法２０条）。ただし、収集・保管制限に

ついても、提供要求の制限と同様に同一世

帯の者の特定個人情報を収集・保管するこ

とは、許される（２０条括弧書き）。また、保

管期間を経過した場合には、速やかに廃棄

又は削除しなければならない。

ⅷ．管理規制

管理規制は情報を管理する際の規制であ

り、マイナンバーが漏えい・滅失・毀損し

たりしないように各種規制がある。管理規

制は、安全管理措置・正確性確保・従業者

の監督・委託規制に分けられる。

ア．安全管理措置

個人番号利用事務、個人番号関係事務を

処理する者には、マイナンバーの安全管理

措置が義務づけられている（法１２条）。安全

管理措置は、一般法でも義務づけられてい

るが（個人２０条）、マイナンバーが漏えい、
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滅失、毀損しないように、また適切に管理

されるようにマイナンバー法でも必要な措

置を講じることが義務づけられている。

イ．正確性確保

一般法と同様に正確性の確保に努めるこ

とが求められている。

ウ．従業者の監督・従事者の義務

一般法と同様に従業者を適切に監督する

義務が課されている（個人２１条）。

エ．委託規制

マイナンバー法では、委託規制が強化さ

れている。個人番号利用事務等の受託者は、

委託元と同様に安全管理措置の義務を負い

（２条１２項・１３項、１２条）、委託元も委託先

に対する監督義務を負う（１１条）。さらにマ

イナンバー法では、再委託についても規制

し、委託者の許諾がなければ再委託等を行

えないものとしている（１０条１項）。なお再々

委託以降の場合も、最初の委託者の同意を

得る必要がある。

３．マイナンバー制度の問題点

マイナンバー制度については、以下のよう

な問題点が指摘されていた。

①目的の不明確

公平な社会保障制度や税制の実現には正

確な所得把握が前提となるが、そもそも正

確な所得把握は不可能である。目的を定め

た第１条を読んでも理解が困難である。

②プライバシーの危機

法律で定めた目的外でマイナンバーを収

集したり、記録したりすることは法律で禁

止されている。各分野の個人データは、分

野ごと、事務ごとに分散管理されるので一

元管理の危険性はないと説明されている、

果たしてこのようなことが本当の対策とし

て効果があるのかということである。

ⅰ．誰もが知りうる個人番号

個人番号カードは身分証明書としても

利用される。つまり、だれでも見ること

ができる番号になっている。見ることが

できるのに、見るな、記録するな、法律

で禁止しているから大丈夫というのは、

安全対策としては不十分といわざるをえ

ない。法務局が登記識別情報のシールを

貼らずに渡しているのと同じである。法

令順守が望めない悪質事業者や法令の理

解が不足している事業者には、安全対策

として不十分である。

ⅱ．行政分野における危険性

情報提供ネットワークシステムは、法

律で認められれば利用範囲を広げていけ

るものとなっている。

ⅲ．法律上の抜け穴

１９条１２号の例外として、プライバシー

侵害の危険性の高い警察の捜査や税務当

局による調査が規制の枠外に置かれてい

る。そして、安全対策を担う個人情報保

護委員会による監視・監督は、これらの

活動には及ばないということになってい

る。そういうことで、公権力によるマイ

ナンバーや特定個人情報の不正利用を防

止することができないのではとも指摘さ

れている。

４．マイナンバーの収集現場の現実

平成２８年の１２月ごろからマイナンバーの提

供を求められた会員は多いはずである。皆さ

んは、どのように提供依頼を受けたであろう

か。私の場合は、事務所に電話がかかってきて、

マイナンバーが必要といわれた、お願いしま

すと言われるケースが多い。利用目的通知書

を交付して、取得に努める中小事業者は少な

いように思う。（ＦＡＸで送ってというように

安易に依頼してくるケースもあった。）法で定

める厳格な保護措置というのは、一体何なの

かと思わざるを得ない。マイナンバー法の定

める安全管理措置は、絵に描いた餅でしかな

いように思われる。はたして、時間の経過と

ともに遵守されるようになっていくのであろ

うか。現時点では、士業にとってのマイナン

バーは、漏えい覚悟で渡すことになるものと
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思えてならない。

５．戸籍制度に関する研究会・戸籍システム

　　ワーキンググループ

マイナンバーの利用・活用拡大を検討する政

府の「ＩＴ総合戦略本部新戦略推進専門調査会

マイナンバー分科会」は、２０１４年５月に中間

取りまとめを行い５つの分野においてマイナン

バーを利用・活用する方向で検討することになっ

た。具体的には、戸籍事務、旅券事務、預貯金

付番、医療・介護・健康情報、引越・自動車登

録の分野である。

そして、現在法務省内において、戸籍制度に

関する研究会（平成２６年１０月２９日〜平成２８年７

月２６日まで１７回開催され今も継続中）、戸籍シス

テムワーキンググループ（平成２７年６月３日〜

平成２８年９月３０日まで１４回開催され今も継続中）

が立ち上げられ、戸籍にマイナンバー制度を導

入することをはじめとして様々な議論がすすめ

られている（マイナンバー制度の導入、戸籍事

務を処理するためのシステムの一元化（クラウ

ド化）、戸籍謄本等の本籍地以外での交付等）。

現在戸籍のコンピューター化はほぼ完了（平成

２７年４月１日現在で、９８・４２パーセントである）

している。登記分野でも、登記のコンピューター

化が完了した後は、全国どこの不動産でも最寄

りの法務局で登記事項証明書が取得できるよう

になったように、戸籍においてもどこの市町村

又は法務局でも取得できるようになる日が近い

ように思われる。そして、戸籍にマイナンバー

が紐づけされると、相続手続きにも影響を及ぼ

すことになる。戸籍制度に関する研究会・戸籍

システムワーキンググループがどのような結論

を出し、戸籍制度をどのように変更するのかは

不明であるが、議論の内容を読むと、どこの市

町村でもすべての戸籍が取得でき、家族関係（相

続関係証明を含む）の証明がマイナンバーを基

に、コンピューターが自動編集して、行政証明

として発行される時が迫っているように思う。

平成２９年春ごろには、法務局で相続登記の促進

策の手段として法定相続情報証明制度が始まる

ようであるが、当面は登記官が確認して証明書

を発行するのであろうが、早晩、人口知能（ＡＩ）

がその事務をとってかわるように思う。

６．終わりに

現在、急速に進化しつつある人口知能（ＡＩ）

は、法律や医療などの高度な専門性を伴う分野

でも仕事を奪うリスクがあるといわれている。

ＡＩが過去の裁判資料から妥当な判決が下せる

かを試すと８割が的中するとの実験結果もある。

ＡＩは、膨大な資料やデータを読み込み、複雑

な計算も瞬時にできる。代理業務の一部は、Ａ

Ｉが行う時代が来るであろう。このような時代

の中で司法書士の果たせる役割は何なのか考え

ざるを得ない。もっというと、司法書士はＡＩ

の時代にどんなスキルを磨くのか。医療の世界

では、医師の仕事は自動化できても、看護師や

介護福祉士などはＡＩで補えないといわれてい

る。ＡＩが普及した社会で一番希少になるのは、

他者に共感する力を持つ人間だそうである。Ａ

Ｉ時代の重要な能力は、人間的資質、コミュニ

ケーション能力などの対人関係能力といわれて

いる。そうであれば、司法書士は、本人支援型

の法律家として、依頼者に寄り添い、人間力に

磨きをかけることもこれからを生き抜く１つの

方向であるように思う。改正個人情報保護法の

施行を前に、こんなことを思うのである。
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今年度、会社法対策委員会は新たな試みとして

商業･法人登記に関する電話相談事業を企画、開設

しました。実施の動機やその方法、結果そして今

後につき以下ご報告します。

１．開催に至った経緯

ここ数年、会社法対策委員会が企画し行ってき

た相談会はいずれも残念な結果に終わっていまし

た。相談ニーズはあるはずなのに、費用をかけて

広報をしたのに、収穫がないのはなぜなのか。我々

は、その原因は以下の２点にあると考えました。

①認知度の低さ

・そもそも会社や法人に関する相談先が司法

書士であることの認知度が低い

②相談者の性質

・相談ニーズを有する層は大半がフルタイム

で仕事をしており、時間的制約が厳しい

市民を対象とする事業を行う目的は、第１に市

民に対する法的サービスの提供、第２に司法書士

業務の制度広報です。我々は、①の問題を克服す

るためには、利用する側からその有益性が分かり

やすい事業を行うことが有効であると考えました。

具体的にどのような事業を実施するかにあたり決

め手となったのは、法務局との関係です。現在、

京都府における商業･法人登記の取扱庁は本局のみ

であり、本局では相談対応に追われ、本局以外の

支局･出張所では、商業･法人登記に関する相談が

寄せられた場合は本局に照会をするため、回答ま

でに時間を要し、相談者にも法務局にもストレス

がかかっています。また、過度なサービスは司法

書士の職域を侵害するものであり、我々司法書士

としても快いものではありません。そればかりで

なく、法務局の本来業務の遅滞を招き、登記官の

残業は増え、相談者以外の申請者にも少なからず

迷惑のかかる状態となっています。相談事業はこ

の相談者･法務局･司法書士の３者間の摩擦を解消

するためにも、市民への法的サービスの提供及び

制度広報の面からも最良であると判断しました。

そのうえで、②の課題に配慮し、今度こそ実りの

ある事業となるよう、「司法書士による会社･法人

登記無料電話相談センター」と題し、下記の内容

で開催しました。

２．具体的な開催方法

①の認知度については、広報において工夫をし

ました。まず我々は、認知度をあげるためには長

期間広報活動を行うべきだと考えました。新聞や

テレビなどのマスメディアを使用すると、一度に

多くの人に訴求はできますが費用がかかり、長期

間の広報には不適です。そこで、相談ニーズを有

する人が頼るところといえば法務局ですので、法

務局から相談者にこの事業を紹介してもらえるよ

う、山口副会長、松本広報部長、上田企画部長、

下市企画副部長、稲岡委員、上野委員、黒木委員、

山中委員、そして私河村が手分けして京都府下の

全法務局に直接足を運び、登記官に対面で相談会

の内容を説明し、周知への協力及び相談者への当

事業の紹介を依頼しました。

②の相談者の性質については、実施方法におい

て工夫をしました。相談会場を設ける方法ですと

日中仕事をしている人には利用し難いので、電話

での相談としました。電話での相談事業となると

通常はホットライン形式、つまり専用回線を使用

し相談員が待機しますが、現在までの実績から、

考　　　察

開設しました！
「司法書士による会社･法人登記無料電話相談センター」

会社法対策委員会　委員長 河　村　祐三子



Vol. 95

− 20 −

この事業に対し毎日申込みがあるとは考えにく

かったので、その方式は採用せず、相談者から事

務局へ相談の申込みをしてもらい、それを受けて

事務局が対応可能な相談員を探し、相談員となっ

た司法書士が直接相談者に電話をかけ相談に対応

する方式をとりました。相談の申込受付は平日の

９時から１６時、相談員からの折り返しは原則とし

て午前中の申込みには当日１７時まで、午後の申込

みには翌営業日中ですが、相談者に時間帯の希望

がある場合はある程度応じられるようにしていま

す。この方式ですと、司法書士側は事務局から相

談の概要を聴取したうえで相談者に連絡を取るの

で、準備をして相談に臨めますし、相談者の同意

があれば登記情報の取得も可能としているので、

正確な情報をもって相談に応じられます。

なお、相談員から電話することになりますので、

その通話料については相談員日当の面で配慮をし

ています。この方式ですと、別途の回線使用料は

不要ですし、相談員日当についても実際に対応し

たものについてのみ発生するので費用が低く抑え

られ、長時間･長期間の開催が可能です。これは事

務局の皆様に多大なるご協力を頂き実現しており

ます。この場をお借りして御礼申し上げます。い

つもありがとうございます。

３．現状

ひと月あたり２件ほど相談が寄せられています。

劇的な件数ではありませんが、相談が全くなかっ

た月間は今のところありません。

寄せられている相談としては、法務局がＨＰに

掲載している申請書様式で対応できないもの、例

えば臨時に役員を追加したい場合の役員変更など

につき相談があります。

４．今後の展望

この事業については、現在のところ新聞記事広

告やポスタージャック等の顕著な広報活動を行っ

ていませんが、安定的に相談が寄せられています。

この理由としては、①時間及び場所に制限されな

い電話相談という方式が相談ニーズを有する層に

とり利用しやすいこと②相談対応に追われる法務

局のニーズに応えるものであること、の２点が考

えられます。

当初は平成２８年８月１日から平成２９年１月３１日

までの実施を予定していましたが、この結果を受

け、また、次の理由により、この事業を常設化し、

通年のものとすることにしました。その理由とは、

①常設開催することにより、商業･法人登記の専門

職としての司法書士の認知度が向上し、制度広報

となること②常設開催されるものであれば、関係

各所が当相談事業を相談者へ紹介しやすくなるこ

と③商業･法人登記に関する一般への周知及び注意

喚起を行う際、相談事業と併せた効果的な広報が

可能となること④法務局に相談が集中するのは総

会を受けた３～８月であり、毎年５月に開催され

る京都司法書士会の総会を跨いだ開催が必須であ

ること、の４点です。

５．委員会の思い

我々は商業･法人登記の重要性と、これらは司法

書士の職務であることが一般社会における常識と

なり、依頼者の法的利益が正しく守られる世の中

になることを目指し活動しています。

現在、商業･法人登記においては非司行為が蔓延

しております。どのような理由を持ち出しても、

司法書士の資格を有さない者が業として登記申請

を行うことは違法であり、それらの者は依頼者の

法的利益を侵害する加害者であります。一般の方

がその被害者とならないようにするためには、一

般社会に対し、商業･法人登記は司法書士の業務で

あり、それを司法書士以外の者に委任することは

違法である、との認識を浸透させていくことが重

要です。今回、いつでも開いていて利用しやすい

相談窓口を作ることができたのは、司法書士の未

来にとって大きな成果であると考えております。

また、商業･法人登記においては、登記を要する

事実が発生していても、当事者に「登記が必要で

ある」という意識が無いケースが多いので、今後

作成する各種広報素材には具体的な相談例や注意

喚起を盛り込み、当事者が「気付く」ことができ

るように工夫をし、広報を行いたいと考えており

ます。
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これまで、広報は法務局や行政機関、他士業に

向けて行っておりましたが、現在、新たに金融機

関にも働きかけています。どこまで広げられるか

はまだこれからといったところですが、市民の利

益保護のため、そして司法書士の未来のため、こ

れからも積極的に活動してまいります。
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１．はじめに

建物の登記に関して「１個の建物」と表現する

場合には、必ずしも１棟の建物のことをいってい

ないことがあります。建物の利用上または取引上

の便宜のために数棟の建物を１個の建物として登

記することが認められているためです。

土地家屋調査士として数棟の建物について建物

表題登記の依頼を受けたとき、そのうちの一部の

建物を附属建物として登記すべきかを検討するに

あたってはいくつか注意すべき点があるので、今

回は附属建物について説明してみたいと思います。

なお、建物につき表題登記をした場合には、表

題部に「主である建物の表示欄」が設けられますが、

附属建物が存在する場合にはその下部に「附属建

物の表示欄」が設けられます。ちなみに、「主であ

る建物」は、以前は「主たる建物」と表現してい

ましたが、平成２１年２月２０日法務省民二第５００号通

達の登記記録例により変更になりました。

２．附属建物の機能的な要件について

附属建物は、物理的には１棟の建物ですが、不

動産登記上は主である建物と併せて１個の建物と

して数えることとなります。準則第７８条第１項は、

附属建物について「効用上一体として利用される

状態にある数棟の建物は、所有者の意思に反しな

い限り、１個の建物として取り扱うものとする。」

と規定していますが、これは、一体として利用さ

れるほうが建物の効用が高められるような利用状

況にある数棟の建物が存在し、所有者が１棟又は

数棟の建物を附属建物にしたいという意思を表明

した場合に、主である建物と附属建物の関係とし

て登記することができるということです。

一般的には、母屋の近くに建築された車庫や物

置を附属建物として登記するケースがほとんどで

すが、「離れ」（隠居などの別棟の建物）や倉庫、

工場を附属建物とすることもできます。車庫や物

置は、機能的な面から民法第８７条第１項に規定す

る従物と考えられるため原則として母屋と一体と

してのみ存在すると考えられていますが、「離れ」

や倉庫は、母屋と効用上一体として利用できる状

態にある場合に所有者の意思により法律上１個の

建物として登記するものであり、主従の関係は必

ずしも明確ではありません。

このように、主である建物に対して従物でない

附属建物も存在することになりますが、少なくと

も「効用上一体として利用できる状態にある」こ

とが必要です。

たとえば、所有者が、２棟の共同住宅を新築し

て一方を片方の附属建物としたいと思っても、附

属建物とするためには効用上一体として利用でき

る状態にあることが必要ですので、共同住宅が相

互に関連せずに利用されているような場合には一

方の共同住宅を片方の附属建物とすることは認め

られないと考えられています。

３．附属建物の物理的な要件について

附属建物として登記される建物は物理的に規模

の小さいことが多いため建物として認定できるか

判断に迷う場合がありますが、一般的には屋根周

壁を有していて外気分断性がある場合には建物と

認定できます。ただし、建物の外側と内側が完全

に遮断されていないと外気分断性がないというわ

けではなく、建物の外気分断性はその建物の用途

によって判断することになります。たとえば、車

庫に三方しか周壁がなくとも、その周壁で囲まれ

た範囲に車庫の用途に利用できる空間が存在し、

考　　　察

「附属建物」について

丹後支部 松　浦　　　寛



Vol. 95

− 23 −

いわゆる生活空間が形成されていると判断できる

場合には建物として登記できることになります。

４．売買取引をする際の附属建物の取り扱いにつ

いて

土地家屋調査士が所有者から建物表題登記の依

頼を受けたとき、費用的な面から母屋とは別棟の

車庫を登記しないでほしいと指示されることがあ

りますが、その場合には母屋のみを登記すること

になります。所有者がそのまま売却せずに建物を

保有しているときは問題がないのですが、家屋敷

を売却するにあたり母屋とは別棟の車庫が同一敷

地内に建築されている場合には注意が必要です。

司法書士が売買登記の依頼を受けても、車庫が登

記簿上公示されていないためその存在に気が付か

ずに売買契約書を作成し、売買登記を済ませると、

車庫が登記されず残されてしまいます。司法書士

が、売買登記の依頼を受けたときには、売主から

の聞き取り調査のほかに課税台帳や名寄帳を詳し

く調査し、未登記の建物が敷地上に存在する場合

には、車庫を附属建物として登記したうえで売買

取引をすることになろうかと思います。

売買取引のために物件調査をすると、未登記の

「離れ」が存在することがあります。母屋と「離れ」

が、１枚の課税台帳や名寄帳に記載されていると

きでも、「離れ」は売主の亡くなった父親が建築し

ていることがありますので、このような場合には

「離れ」について遺産分割の協議ができているか確

認する必要があります。売主が「離れ」を取得す

る旨の遺産分割協議が成立しているのなら附属建

物として登記することができますが、もし遺産分

割の協議ができていないのなら売主に遺産分割協

議を行うよう促すことになります。売主が相続す

ることになれば附属建物として登記することがで

きますが、他の相続人が相続するか法定相続分に

より相続することになれば「離れ」については別

個の売買取引を行うことになります。

また、土地建物が一括競売され、対象の敷地上

に未登記の建物がある場合に、差し押さえた目的

建物との間に従属的な関係があると判断されれば、

差押の効力が従物である目的外建物にも及ぶため、

目的外建物も競売の対象となりますが、差押の目

的建物との主従の関係が明確ではない「離れ」は

件外建物とされてしまう可能性が高いと思われま

すので、注意が必要です。

５．建物分割登記について

母屋と車庫が１個の建物として登記されている

が、母屋（主である建物）が１番の土地に所在し、

車庫（附属建物）が２番の土地に所在している場

合に、１番の土地と地上建物である母屋のみを売

買したい場合には建物分割登記をして車庫を独立

させる必要があります。

建物分割登記とは、附属建物を主である建物か

ら独立させて１個の建物とし、２個の建物に分割

する登記です。この建物分割登記については、１

個の独立した建物としての要件が備わっていない

ため附属建物とされている建物を分割して主であ

る建物とすることが可能なのかという疑問が生じ

ます。母屋と「離れ」、事務所と工場の関係のよう

に建物の従属関係が明確ではないが、所有者が附

属建物としたいという意思を表明することにより

附属建物となる場合とは違い、車庫や物置のよう

に明らかに母屋の従属的な建物を独立した建物と

することができるのかという疑問です。

２棟の建物を１個の建物として登記するために

は、当然それぞれの建物の所有者が同一でなけれ

ばなりませんが、主である建物または附属建物の

みを分離して売買する場合には、それぞれの建物

の所有者が異なることになるため、建物の分割登

記が認められています。

これについては、「客観的に従物的附属建物でし

かあり得ない建物であっても、これを分割して他

人に所有権を移し、他人の建物の附属建物とする

登記は許さざるを得ない」として建物分割登記後

の建物合併登記を条件とするような見解（有馬厚

彦「表示に関する登記」登記研究５６６号５４頁）があ

りますが、個人的には、車庫の状態によっては、

必ずしも建物合併登記をせずに主である建物とし

て登記することは可能ではないかと考えています。

なお、建物分棟登記という登記がありますが、

これは１棟の建物を切り離し、物理的に別棟の建
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物ができたときに行う登記であり、全く異なる登

記ですので注意してください。

６．一元化により新設された表題部について

皆さんが、建物の登記簿を閲覧されたとき、表

題部のみの建物登記簿を見かけたことがあると思

いますが、これらの登記簿は、昭和３５年法律第１４

号による不動産登記法の一部改正により登記制度

と台帳制度を一元化する際に家屋台帳をもとに作

成されたものです。昭和３５年から実施された一元

化作業により、未登記の建物については家屋台帳

に基づき表題部を新設しましたので、現在でも表

題部のみの登記簿が多数存在しています。

これらの建物登記簿のなかには複数の附属建物

が表題部に記載されているものが見受けられます

が、役所の課税台帳や名寄帳と床面積や棟数が合

致しないことがあり、現地を調査すると実際には

附属建物が存在しないことがあります。もちろん、

一元化後に附属建物を取り壊していることもある

のですが、私は上記の理由として次のように考え

ています。

昭和２５年の税制改革までは、家屋税（固定資産

税）は税務署が徴収していたため、税務署に徴税

の基礎となる家屋台帳を備え付けていましたが、

家屋台帳は徴税のための台帳ですから建物の減価

償却算定のため建物を増築しても建築年次ごとに

区分して記載していたものと思われます。登記所

は一元化作業により家屋台帳に基づいて表題部を

作成したときに建物の現地確認はしていないので、

これはあくまで私の推測ですが、一元化作業の際、

家屋台帳に建築年次ごとに区分して記載されてい

る建物を実際には１棟であるにもかかわらず附属

建物として表題部に別々に記載したのではないか

と考えています。

もちろん、表題部の記載のとおりに主である建

物と別棟の附属建物が存在することもありますの

で、皆さんの判断で建物の登記簿の内容を検討し

てください。

また、一元化により新設された表題部には新築

年月日が記載されていませんが、登記簿･台帳一元

化実施要領（昭和４２年３月２０日民事甲第６６６号民事

局長通達）によれば、家屋台帳に基づいて新たに

登記用紙を作成する際、新築年月日は移記事項で

はなかったため、登記簿に新築年月日が記載され

ていないのです。
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ＳＮＳとは、インターネット上のコミュニケー

ションツールで、基本的なサービスは無料で利用

できますので、スマートフォンの普及に伴い利用

者も増えています。

利用者の多いサービスはFacebookやTwitterのほ

か、チャットや音声通話もできるLINEもＳＮＳの

一種に含まれるようです。

ＳＮＳは、手軽に情報交換でき便利ですが、特

定の人へ送信する情報が設定を間違えて公開され

トラブルになったり、詐欺に利用されたり、ウイ

ルスの配布に利用されることもあります。総務省

のＨＰにも注意事項が書かれておりますので、サー

ビスの内容を理解して、十分な対策をしたうえで

利用するよう心掛けてください。

以下、総務省のＨＰ　「ＳＮＳ利用上の注意点」

から引用

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_

tsusin/security/enduser/security02/05.html

１．登録時の注意点

利用者登録の際に連絡先等を登録しますが、個

人情報を収集して迷惑メールを送りつけることを

目的にしているサービスもあります。個人情報の

利用等に不安がある場合は、登録を避けたほうが

良いでしょう。

便利な追加機能を紹介している場合もあります

が、それらの追加機能の中には、個人情報の収集

を目的にしているものもありますので、理解した

うえで利用してください。

２．偽アカウントや架空のアカウント

ＳＮＳを利用する場合、最初にアカウントの登

録をしますが、本人確認が厳格でないサービスの

場合、偽アカウントや架空のアカウントで登録さ

れている場合があります。

公共機関や有名企業の場合はそれぞれのＨＰで

公式アカウントを確認することができます。直接

の知人や公式アカウントでない場合は注意が必要

です。

３．短縮ＵＲＬ

ＳＮＳでは文字数の制限等により、本来のＵＲ

Ｌではなく、短縮されたＵＲＬを利用する場合が

あります。

短縮ＵＲＬの場合、本来のＵＲＬが表示されな

いため、別なサイトに誘導される場合が	あ り ま す

ので、注意が必要です。

４．公開した情報は削除できません

非公開で書いた情報であっても、引用され公開

される場合があります。サービス提供者に連絡し

て、情報を削除することができる場合もあります

が、引用された情報をすべて削除することはでき

ないので、公開されることを念頭に書き込む注意

が必要です。

５．写真を公開する場合の注意点

デジタルカメラで撮影した写真には、カメラの

機種名や撮影日時、撮影場所等が記録されていま

す。

写真から撮影場所（緯度･経度）を特定すること

もできますので、カメラの説明書を参考に、記録

される情報を適切に選択して利用してください。

写真（画像）を元にネット検索することもでき

ます。関連情報により個人を特定できる場合もあ

考　　　察

SNS（Social Networking Service）
利用上の注意点

洛北支部 武　田　則　昭
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りますので、自分や家族の写真等、個人を特定で

きる可能性のある画像を公開する場合は、特に注

意が必要です。

（以上、総務省のＨＰ「ＳＮＳ利用上の注意点」

から引用）

以 下 は、 私 が 利 用 者 登 録 し た こ と が あ る

Facebookについての注意事項です。

Facebook　は、アカウントの利用を解除しても

自分の投稿した情報は削除されません。引用され

た情報やネット上の魚拓として、どこかに残って

いる可能性もあります。事件の関連情報として検

索結果に表示される場合もありますので、サービ

ス内容を十分に理解して利用してください。

１．Facebookのタグ機能

Facebook上で写真の顔にカーソルを持っていく

と、「友達」の名前を入力または選択することがで

きます。（タグ付け）

タグ付けすると、Facebook上で写真を見た人に

は名前（タグ）が表示され、名前をクリックする

とその人のページを表示することができます。

無断でタグ付けすると、個人情報保護法に違反

する場合もありますので、特に注意が必要です。

２．Facebookのアドレス帳のアップロード機能

Facebookの「友達を検索」で「連絡先」とい

う画面を開くと、自分のスマートフォンの電話

帳に含まれるすべての名前とメールアドレスを

Facebookにアップロードします。

この設定がされていると、アプリが勝手に同じ

アドレスを探して、友達リクエストを送信します。	

Facebookを利用していない人には招待メールを送

信します。

アドレス帳に登録している人が全員友達であれ

ば問題ないでしょうが、そうでない場合には注意

が必要です。

３．Facebookの退会方法

Facebookの画面上で「アカウントの利用解除」

をクリックしてもアカウントが停止されるだけで、

書き込んだ情報は保存されています。

書き込んだ情報を完全に削除するには、ヘルプ

センターのページに移動して、「アカウントの管

理」を選択、項目一覧から「アカウントの利用解除、

削除、追悼」をクリックする等の手順が必要です。

利用を止めたつもりでも情報が残っている場合

もありますので、利用しているサービスの退会方

法を確認しておく必要があります。
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京都司法書士会の調停センター（以下、「セン

ター」という。）は、平成２３年１１月１１日に法務省の

認証を受け、平成２４年１月２３日より稼働した。全

国で初めて司法書士会と弁護士会の協働体制によ

る司法書士調停センターの設立となり、今年で５

Ⅰ．申立・利用相談の状況（申込に数字の入っていないものは相談のみ） （平成２８年末時点）

相談 申込 きっかけ 事　案 結　果
１ 　 新聞記事 共有物分割 相談のみ
２ １ 会員紹介 遺産分割 取下げ
３ ２ 新聞記事 医療損害賠償 相手方不応諾

４ ３ 消費生活センター リフォームの損害賠償 期日開催
２回目期日前に相手方離脱

５ 　 他士業からの紹介 退職金請求 相談のみ
６ 　 国交省パンフ 敷金返還請求 相談のみ
７ ４ 会員紹介 学校とのトラブル 期日開催　合意成立
８ ５ 会員紹介 売掛金・損害賠償請求 期日開催１回目で申立人取下
９ ６ パンフ・相談会 所有権確認 訴訟継続中で、相手方弁護士が不応諾
１０ 　 　 建物明渡 相談のみ
１１ 　 　 境界トラブル 〃
１２ 　 新聞広告 遺産分割 〃
１３ 　 新聞広告 近隣騒音 〃
１４ 　 　 遺産分割 〃

１５ ７ 　 親族間貸金返還請求 期日２回実施～合意はあったが、 
履行の問題で長期保留

１６ 　 知人の紹介 建物明渡 当事者間で解決
１７ 　 自治体紹介 近隣紛争・匂い 相談のみ
１８ ８ 知人の紹介 親子間貸金返還請求 相手方不応諾
１９ ９ 司法書士 ペットの所有権 相手方不応諾
２０ １０ 　 美術品破損　損害賠償 期日実施　相手方離脱
２１ １１ ホームページ 建物退去時の清算 期日実施　合意
２２ 　 遺産分割 遺産分割 相談のみ
２３ 　 司法書士 雇用トラブル 相談実施無
２４ 　 司法書士 業務委託でのトラブル 相談実施無
２５ １２ 司法書士 兄弟間土地トラブル 相手方不応諾
２６ １３ 近隣トラブル（植木） 相手方不応諾
２７ １４ ホームページ 遺産分割 一部合意

２８ １５ 司法書士 保証債務の履行請求 相手方不応諾
→応諾の要請後履行された。

２９ ホームページ 男女間トラブル謝罪請求 相談のみ

年を経過した。会員へのＰＲ不足で利用件数は伸

び悩んでいるが、少ないながらも事例を紹介する

ことにより、センターの運営の一助となればと思

い、この原稿を執筆する。

考　　　察

京都司法書士会調停センター
認証５年を迎えて

調停センター運営委員会　副委員長 浅　井　　　健
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センターが稼働して５年目を迎え、トータルで

は１５件の申込であるが、利用相談を含めた事案の

内容は、ペットの所有権の問題や、損害賠償、遺

産分割、近隣トラブルなど多岐にわたっているの

が分かると思う。

Ⅱ：解決した事案（一部合意含む）

調停を行うとなると、調停員としては傾聴技法

などを意識し、調停の場で何とか解決に向けて頑

張ろうと考えるのだが、調停員が考えるまでもな

く、あっさり解決した事例もある。

１：調停以前に解決

①調停の利用相談を受けた当事者が、調停利

用を前提に相手方と話し合った結果、解決し

たことがある。事案としては、建物改修に伴

い退去を要請されたが、新たに紹介された物

件が不便で、同様に退去を要求された他の入

居者と条件が異なり、不平等だとの主張。（平

成２６年の１６）

②調停の申込がなされ、相手方に対しセンター

から連絡を入れた結果、滞っていた支払いが

開始された。事案としては、離婚が成立し財

産分与の取り決めで相手方が履行してくれる

はずの住宅ローンが履行されなくなった、と

の事案。期日開催が無く話し合いには至って

いないため、渋々相手方が履行をした感があ

り、当事者同士の相互理解はなされていない

と思われる。（平成２８年の２８）

２：調停での解決

①子どものいじめに関する学校と保護者のト

ラブルであるが、いじめを無かったものにし

ようとする（申込人の印象）学校の対応に不

信感を抱き、何度か交渉をしたが、学校側に

誠意ある対応が無い、との事案。希望により

別席での調停スタートとなった。

学校側は担任や、主任、教頭と教育委員会の

担当者が同席したのに対し、申込人は１名だ

けでの参加で萎縮してしまっても困ると考え、

調停人２名が申込人側に座るイレギュラーな

対応を行った。話合いを進めるうちに、申込

に至る以前の当事者同士の話合いの中で、双

方の説明不足、理解不足によって真意が伝わっ

ておらず、調停の場で相互理解が進み、解決

となった。（平成２４年の７）

②賃貸トラブルの事案で、アパート建替えに

より賃借人への補償として家賃を一定期間免

除していたが、建替えが完了し再入居以降の

双方の計算が合わず、第三者関与で確認して

もらいたいとのことで、賃借人が申込。

期日において双方の資料を確認し、オーナー

の勘違いが分かり、謝罪して終了。申込人

としては継続して入居するので、解決してよ

かったと安堵されていた。（平成２７年の２１）

③亡父の財産に関する遺産分割でのトラブル。

期日を４回実施した。亡父が生存時に費消し

た財産も遺産分割対象だ、との申込人の主張

が法的には困難であるため、別席で法情報を

提供し死亡時の財産で遺産分割するよう説得

し、預金と不動産の分割については合意した。

ただし、相続人全員の協議ではないため、預

金の解約、協議書の作成等は専門家に依頼す

るよう指示。（平成２８年の２７）

Ⅲ．弁護士の関与

センターは弁護士との協働で調停を行っており、

紛争当事者が同席する対話調停において弁護士が

どのように関与しているのか、という点について

よく質問を受ける。調停では司法書士調停員が主

体となって話合いを進め、進行具合いで適宜弁護

士から質問をしてもらっている。全ての事案では

ないが、司法書士が事情聴き取りと感情面の聴き

取りといった傾聴部分、出てきた事情の論点整理

を弁護士が担っているような役割分担が出来てい

る。

対話調停を行った弁護士の感想

 ・同席によって双方の事情が早い段階でわかり、

論点整理がしやすい。（解決事例③）

 ・法判断、法情報の提供をしない原則にこだわ

り続けると、解決しない可能性がある。（２４年

の４、解決事例③）

 ・紛争が生じる前の段階で予防司法の役割を担
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えるのではないか。（解決事例②）

 ・別席で双方から話を聞いてから同席にした方

がいいのではないか。（２７年の２０、解決事例①）

Ⅳ．調停スタイルの変化

センターを含め、司法書士会で行われている調

停は、同席して双方の対話を重視し、法判断は原

則行わない、とするところが多いと思う。ただ、

実際調停を経験してみると、事案によっては法判

断の提供が解決を早めることもあり、また、常時

同席することにこだわらず、便宜別席を活用する

ことでスムーズに話し合いが進行することもある。

今後は規程の範囲にはなるが、色々なパターンで

の調停スタイルを実施していきたい。

Ⅴ．おねがい

司法書士は、裁判、裁判所調停、内容証明、任

意和解交渉など、依頼者に対して様々な紛争解決

手法を提案していると思います。その中に、ぜひ

ともセンターの手続を加えていただくようお願い

します。

センターの利用料は、平成３１年３月末までは申

込手数料５,０００円（税別）のみで調停が実施されて

います（合意書作成は別途税別２万円）。当事者の

負担感はさほどないと思いますので、「とりあえず

話し合ってみたい」という当事者には、ぜひ積極

的に利用を勧めていただくようお願いします。
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晩秋の夕暮れは早い。事務所に差し込んできた

夕陽がパソコンの画面とにらめっこしている自分

に早く公証人に電話しろとせかしてきた。時間を

見ると、もう４時半である。慌てて公証人に今作っ

ていた資料をＦＡＸして電話をする。やはり今回

も同じ所で不明確で要領を得ないとの指摘を受け

た。自分がいま取り組んでいるのは会社の設立で

ある。その定款の作成で四苦八苦をしていた。

この会社設立の依頼を受けたのは１０月の終わり

頃。その日からちょうど３週間後に設立登記をし

て欲しいとの話であった。その打合せで発起人は

誰になるのかと聞くと、その場のあちこちから俺

も私も出資すると手が上がり、その後にメールで

も名乗りを上げる者が出て最終的には２０人近くの

人が出資することが確定した。あまりにも勢いよ

く発起人が増えるので、途中で怖くなってメール

を見るのを止めてしまった程だ。なのでこの会社

の設立に際して自分が手始めにしたことは気持ち

を落ち着けることと、発起人が誰であるかを整理

し、公証人役場に提出する印鑑証明書のコピーを

集めることであった。

それが一段落すると定款の作成にとりかかる。

事業目的は情報の運用であった。ぼんやりと聞く

とこういうものかなとかああいうものかなとイ

メージが沸くが、それを文章にするとなると中々

難しい。しかも公証人等に出して見てもらう必要

があるのである。類似の事業目的はないのか、一

体どういう事業を展開することを考えているのか

を、発起人の１人や関係者、はたまたネットで検

索という作業が始まった。朝事務所に来て、夜家

に帰るまでほぼ張り付きでこの作業に没頭した。

気がつくといつも夕方で慌てて公証人にＦＡＸを

する日が続いた。そこで色々と指摘を受けては訂

正し、今度は発起人や関係者にメールをする。す

ると、ここはこういう意図ではないという指摘が

毎晩電話でかかってきた。

ようやく事業目的が固まり、その次に問題となっ

たのが事業の円滑な運営である。発起人は２０人近

くいて、今後も増えるであろうことが十分に予想

できた。人数が増えるのは活気があって良いこと

ではあるが、他方で株主総会等で何も決まらない

ことが起こりうる。そこで株主が増えることを見

越して種類株式の発行枠を設けることにした。そ

こで止せばいいのに「議決権制限株式と取得条項

付株式のどちらの枠を設けたら良いですか？」と

聞いてしまった。その結果、両方の枠を設けて欲

しいとの返答が返ってきた。議決権制限株式はあ

る程度、察しがつく。問題は取得条項付株式の方

である。この場合、イニシアティブは会社にある。

だけどどういう取得条項を盛り込むべきかは本当

に悩んだ。再び朝から晩までその条項を考える日々

が続いた。公証人や発起人との密な連絡が続き、

ようやくその骨子が出来た。

さてここからは手続として流れるだけである。

だけど、ここでも一抹の不安があった。それは自

分にとっては初めての定款の電子認証となるから

であった。記念すべき第一号なのである。とはい

うものの発起人が２０人もいるのでヘマをしかねな

いと思い、保険として紙認証の書類も準備した。

おかげで事務所が紙だらけになったことはいうま

でもない…。その後、調印式では一列に並んでも

らい、その前で一心不乱にハンコを押しまくった。

管轄が大阪の会社であったので、この時期は事務

所のある木津川市と関係者のいる大阪を一日に何

回もグルグル回ったような記憶がある。これだけ

人数が多ければ振込も問題が起こるのではと思っ

考　　　察

定款とは…

城南支部 松　本　　　尚
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たが、何件かのフライングがあったのみで難なく

進めることができた。ここまで曲がりなりにも進

めることができたものの、不安が消えたわけでは

なかった。届出印は斬新であったし、ここまで積

み上げてきて認証を終えた定款も法務局で止まる

ことはないのかとそんな危惧は常にあった。そし

て関係者一同と会した日から３週間後に設立登記

の申請を行った。あっさりと登記は完了した。

定款や履歴事項全部証明書等の一連の書類をお

届けすると皆が握手してくれた。後から知った話

なのだが、事業の法人化、具体的には設立登記の

話は以前から出ていたものの手続が進まず頓挫し

かかっていたのを、３週間で自分が形づくったと

いうことであった。あの思い出深い設立登記から

もう８年近く経つもののあそこまで定款の作成に

心血を注いだのは、その後お目にかかっていない。

受験生時代に「定款は会社の根本規則である。」と

いう定義を目にしたことがある。その定義を骨の

髄まで堪能した会社設立登記であった。
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彼との出会いは、かれこれ９年ほど前に遡る。

「彼が母親を経済的虐待している。彼はＦＡＸ魔で

あり、すごい量のＦＡＸが毎日届く。どうしたら

いいか分からない。ノイローゼになりそう。」と、

彼の母親のケアマネージャーが、土曜日の成年後

見相談に訪れたことから始まった。

（※彼：当時４０代半ば、統合失調症

  　母親：当時７０代半ば、認知症）

ケアマネさんから聞く彼の情報はなかなかのも

のであり、到底お近づきになりたいとは思えなかっ

たが、当時は若さという勢いもあり、保全処分を

経て、母親の後見人となった。

選任後、女の子が１人で訪問してはいけない、

と言われていたという彼の禁断の自宅へ（母親は

入院中）、関係者一堂恐る恐る伺った。

門扉は壊れ、木が生い茂り、壁に穴が空き、物

が散乱した部屋に、彼と猫がいた。

どうなることかと思ったが、彼は、母親の財産

を自由に使えなくなったという事実を受け入れ、

母親名義の自宅から出て生活保護を受給し、１人

で生活するようになった。

私にも何かしらの影響があることはある程度覚

悟していたが、実害としては、週２〜３枚ＦＡＸ

が届くようになったくらいだった。

文字の雰囲気や、記載された内容を見ると、確

かに人によっては「気持ち悪い」と感じるかもし

れない。が、気にしないことにした。

当初は、母親の入所施設を教えていなかったが、

ごくまれにかかってくる電話で「母は元気にして

いますか。」等と聞かれるようになり、母親もまた

彼のことを気にかけていたため、居場所を伝えた。

まずは、私宛に自分の部屋（壁一面に呪文のよ

うな文字の記載有）を写した写真が届き、その後

暫くして、施設宛に大量のサプリメント（錠剤の

状態なので何に効くのか不明）が届くようになっ

た。

ある日突然彼より、「今日、面会に行ってきまし

た。」との報告を受けた。

何の前触れもなかったので「なぜ今？」とびっ

くりしたが、彼の中で機が熟したのかもしれない。

約５年ぶりの対面だったはずだが、彼も母親も

取り乱すことも、涙を流して感動することもなく、

「久しぶり」というかんじだったらしい。（「早く結

婚しなさい。」とも言ったらしく、そりゃ煙たがら

れるよ、と思ったが、やはりいつまでも母親なん

だなと思った。）

昨年、彼の母親が亡くなった。

入院中、彼は何度かお見舞いに行き、最期にも

立ち会われた。（夜中だったが「今から行ってきま

す。」「今、医者が死亡確認中です。」と逐一連絡が

あった。）

２０１６年○月○日　午前○：○

母、○○　永眠しました。

どうも　ありがとうございました。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　○○（彼の氏名）

死に目に会えたこと、先立たなかったこと

それだけが　私の救いでした。

考　　　察

ある保佐の話

洛央支部 中　西　真　弓
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母の死顔は、私には　とても　安らかに

見えました。

↑深夜に病院で看取られた日の翌朝８時に送ら

れてきたＦＡＸ。

葬儀で会った久しぶりの彼は、えらい太ったな

という印象だったが、しゃべり方は電話のままだっ

たので、すぐに彼だと認識できた。（もしかしたら

彼もそう思っていたかもしれない。）

相続の話をしたところ、彼は、私に後見人になっ

てほしいと言った。

今現在、特に不自由なく生活できていると思わ

れる彼に、後見人という存在が必要なのか、一時

的な気の迷いではなかろうか、と思い「基本的に

一生続くし、報酬も発生するし、制限されること

もある。」と説明したが、「僕が１人で生きていけ

るほど世の中は甘くないです。僕の判断能力がはっ

きりしていないことは、はっきりしていますから。」

と彼の意思は固く、「保佐」にチェックが入った診

断書を事務所に送ってこられた。

選任後は、私が管理している主に相続財産が入っ

ている口座から、週１回、彼が自由に出金できる

口座に生活費を振り込んでいる。

彼が自分ではじき出した基本の金額があり、振

込曜日の数日前に「今週はいつも通りでいいです。」

「新聞代を払わないといけないので、3,０００円増や

してください。」と、電話やＦＡＸで連絡してくる

システムになっている。（私が決めたわけではなく、

自然と彼がそうするようになった。）

もちろん、連絡は１週間にその１回だけではな

い。

今まで多少なりともあった遠慮がなくなったの

か、保佐人就任後は、１日に何回も電話やＦＡＸ、

不意打ちに郵送という、今の時代にＳＮＳ以外の

あらゆる方法で、私へのコンタクトを試みられて

いる。もしかして、私と話をするために口実を作っ

ているのではないか、と勘違いしてしまいそうに

なるほどだ。

このようなエピソードだけでは、本当に保佐人

がいるの？と思われるかもしれないが、彼は、お

金を残すということができない。

「ネコを病院に連れて行きたいので、お金がいり

ます。」と言われたことがあった。生活費を振り込

んだばかりということもあり「とりあえず立て替

えておいてもらえますか？次回、その分を追加し

て振り込みます。」と言ってみた。が、彼には通用

しなかった。

どうやら彼は、振込を確認した瞬間、全額出金し、

使い切り、次の振込を心待ちにする、という生活

を送っているらしい。

万が一私と連絡が取れなかったり、何かしら振

り込みができない事情が発生したらどうするのだ

ろう、と老婆心ながら一抹の不安を覚えた。

ある日の電話で彼が「突然ですが…」と言った。

この枕詞は、まさか「明日結婚します」とか言

われるのだろうか？と少し身構えたが、続きは「遺

言書を書くのは早いでしょうか。」だった。

若干拍子抜けしつつ、「あー確かに、まだ若いで

すが明日亡くなる可能性もありますしね。遺した

い人とかいるんですか？」と聞いた。

「明日には死にませんけど。半分をユニセフに、

半分をキリスト教の教会に、と考えています。」と

言われた。

自筆証書遺言の作成方法を伝えたところ、程な

くして「投函しました。」との電話があり、翌日や

翌々日、抹消の着金確認並みに「届いた？」「届い

た？」と電話をかけてこられた。

土日を挟んだため気を揉まれたようだが、「届き

ました。」との私の言葉を聞いて、彼は満足したよ

うだった。

ＦＡＸが届いた。

いま、私は　いつ死んでもいいなあ　という

気持です

その理由は　早く死ねば　救かる人が多いか

らです

別に自死するつもりなど　ありません
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遺言として残したものは

いわば　私の　人生の　始めから続く

本当のねがい、すなわち　本望なのです

それは　私からの　世界に対する　最後の

「けじめ」です

私は　幸せだった、と思います

２０１６．○．○　　　　　○○（彼の氏名）

ちょっと感動した。

もしかしたら彼は、精神的な病気や、誤解され

やすい性格、その他色々な事情により、「母親を虐

待する気持ち悪い人」のレッテルを貼られ、社会

から疎外される存在になってしまったのではない

だろうか。

そんな彼だったが、紆余曲折を経て、社会と関

わり、必要に応じて社会資源を利用し、今現在、

愛猫２匹とともに、穏やかな毎日を過ごされてい

る。「保佐人」として、僭越ながらその一助となれ

ているのかもと思うと、うれしく思った。

とはいえ、私も人間。

いつぞやの感動も、喉元過ぎれば何とやら、で、

彼の電話番号がナンバーディスプレイに表示され

た受話器を、毎回ウエルカムの気持ちで取ってい

るわけではない。

自覚があるのか「何度もすいません」と言われ

ることもあり、「ほんまやで。」と思いつつ、「電話

は大事な用事がある時だけにしてください。」と言

いたくなるのをぐっと我慢する毎日。（幸い長電話

ではなく、２〜３ラリーで切られる。）

私は、こんな彼と、今後数十年付き合い続ける。

と思われる。
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１日司法書士とは京都府内在住又は京都府内の

高校に通う高校生を対象として司法書士の業務を

体験してもらおうという企画です。本年度は平成

２８年８月１日（月）に開催しました。今回で５回

目の開催になり、毎回参加いただいた高校生には

概ね好評で、貴重な体験ができたという声もよく

聞かれます。

本年度は１１名の高校生が参加しました。１日の

日程は、午前９時に京都司法書士会館に集合して

司法書士の紹介ＤＶＤを鑑賞した後、参加者には

相続に関する登記申請書の作成をしてもらいます。

その後、法務局、司法書士事務所、裁判所を見学

してもらうという内容でした。

相続に関する申請書の作成は、事前に参加者に

問題を送付していたためか、多くの参加者は内容

を把握しており、スムーズに説明することができ

ました。また、高校生ではなかなか押印する機会

が無いためか、参加者の１人は申請書に何度も押

印していました。

申請書の作成が終了した後、午前１１時から京都

地方法務局へ見学に向かいました。法務局では、

不動産登記、商業登記のそれぞれの登記官より不

動産登記、商業登記の意味や役割などをご説明い

ただき、参加した高校生は真剣に聞いていました。

多くの参加者にとっては法務局とは馴染みのない

場所で、どのようなことをしているのかほとんど

知らなかったようでした。

裁判所見学では京都地方裁判所の１番大きな法

廷で、ご担当の方から裁判所の役割等をご説明い

ただきました。また、参加者は裁判所で用意して

いただいた法服を着て裁判官や裁判員が座る椅子

に座るという体験をしてもらいました。なかなか

できることではないので貴重な体験ができたと思

います。

最後に今回参加してもらった高校生と話をしま

したが、この企画に応募する際、司法書士という

仕事がよく分からなかったが、法務局･裁判所等を

通じて少し分かりました、と言っていました。

私は、法教育講座の講師としていろいろな高校

等に行きましたが、感じることは、まだまだ、高

校生には司法書士という仕事の認知度が低いとい

うことです。特に弁護士と比べると司法書士の仕

事内容について把握している高校生はほとんどい

ません。私自身も司法書士という仕事を知ったの

は社会に出て、働いた後であることを考えると、

今後の社会を担っていく人に対して早い段階から

司法書士という職業に興味を持ってもらうことは

私たちの業界にとっても大切なことではないかと

思います。その意味でもこの事業はとても意味の

ある事業だと考えています。

最後に今回参加いただいた高校生の内１人でも

司法書士の仕事に興味を持ち目指そうと思っても

らえれば、とても嬉しい限りです。

報　　　告

１日司法書士を開催して

法教育推進委員会　委員長 小　平　智　志
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京都会の広報は京都新聞を中心とした新聞媒体

と地下鉄などでの交通広告を中心に行われており

ます。新聞媒体や交通広告はこれまで一定の広報

効果をあげてきたのですが、平成２８年度からは、

より幅広い地域や世代の方々に司法書士制度を

知っていただくための媒体としてラジオでの広報

が有効であると考え、京都市内・府下全域に加え

大阪、滋賀、奈良、兵庫（一部地域のみ）と聴取

エリアが広く、２０代から４０代という比較的若い世

代をメインリスナー層とするα-Station（ＦＭ京都

８９.4FM）の、「SUNNYSIDE BALCONY」という番

組内でコーナーを担当することとなりました。

なお、コーナーの詳細とこれまでの放送内容は下記の通りです。

コーナータイトル：『司法書士by your side』

放送予定時刻：午後２時２０分頃

放送予定時間：約１０分

放送予定日：（毎月第２火曜日）

第１回　平成２８年１０月１１日　「司法書士のお仕事について」

第２回　平成２８年１１月８日　「相続登記について」

第３回　平成２８年１２月１３日　「空き家問題について」

第４回　平成２９年１月１０日　「ペットトラブルについて」

第５回　平成２９年２月１４日　「相続月間について」

第６回　平成２９年３月１４日　「成年後見制度について」

報　　　告

ＦＭラジオでの広報について

広報部　副部長 岩　城　寿　英
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テーマや出演者の決定方法ですが、まず広報部

でテーマを決定し当該テーマについてお話するこ

とができそうな会員に出演を打診するという方法

で行っております。原稿については出演者が作成

し台本制作に携わっていただくため、これまでテー

マ毎に出演者が違っていたのですが「生放送」に

も関わらず、どの放送回においてもラジオＤＪと

のやりとりがスムーズでとても良い放送だったと

思います。

新聞広告や交通広告はどうしても広報を行いた

いことを一方的に伝えるという形になってしまう

のですが、ラジオ放送はラジオ局が介在するため

放送内容に一般リスナーの目線が加わるので、広

報活動においても有意義なものであると思います。

まだ、放送開始後半年しか経過しておらず、月

１回の放送であるため大きな反響は届いておりま

せんが、これから先も長く番組を継続しじんわり

と司法書士制度が市民生活の中に浸透していけば

良いなと思っております。
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はじめに

この度、不肖、私のような者に黄綬褒章が授与

されたことに１番驚いているのは私自身である。

なぜかと言うと、褒章は、勲章と同様、憲法第７

条に基づく国の栄典であり、内閣の助言と承認に

基づいて天皇陛下から授与されるものである。格

別の功績もないのに誠に恐れ多くおこがましい限

りであることを冒頭にお断りしておきたい。

司法書士になった頃

私は、昭和４３年２６歳で開業した。実家の六畳の

和室に机と電話、それに中古の和文タイプライター

のシンプルな出発であった。

幸い、弁護士事務所勤務の経験があったので、

開業当初から訴訟書類の作成業務の依頼があり、

その依頼者等から登記案件もチラホラと舞い込む

ようになった。

２年後に結婚し、その２年後に長女誕生、初代

補助者である妻は、赤ん坊を背負いながら懸命に

タイプを打ち、急ぐ書類は手書き、大きな倒産の

債権者からの依頼で１週間毎日仮差押え（不動産、

預貯金債権、動産）各申請書及び売買代金請求本

訴訴状を連続作成したこともある。

下手の横好き

私は一種の資格マニアで、取れる資格は若い時

に取っておこうとの思いで、他に主なものでは教

員（社会科）資格、宅建主任者（当時）資格等も

取得したが、結局それらは使うことなく４７年間司

法書士行政書士を兼業した。しかし、前記資格は

その後の業務に大いに役立った。経歴などについ

てはホームページのプロフィールに譲るとして、

地元の育友会長（他三役）、体育関係の長そしてボー

イスカウトのリーダーなども経た。４０歳までは青

年会議所（ＪＣ）に所属し、５０代からは民生児童

委員（１２年間）を務め、自治区や神社の役員をこ

なすなど地域の活動もした。かなりハードで忙し

い半世紀であったがそれらの体験はいずれも司法

書士業にも活かされた。限界に挑む体力、精神力、

ピンチを切り抜ける力を身につけたのかと自負し

ている。体育面では、少年野球、中学校の陸上中

距離、駅伝の選手、高校の柔道部とこれも限界に

挑戦の１２年間であった。私は、常々自分の限界を

超える無理はしない、身の程を知る、身の丈に合っ

た言動をする、そして専門バカにならないという

信念で生きて来た。

司法書士にとって必要な説得力を磨く、その為

には雑学を基に、下手の横好きに過ぎないが、い

ろいろと今も新しいことにチャレンジしている。

しかし、決して司法書士業をおろそかにしてきた

訳ではない。むしろ、これらのことはすべて、豊

かな司法書士業務が遂行できるようにその肥やし

にしてきたのかなと思う。何々役者は芸の肥やし

に何々も許される、というのとはニュアンスが違

う。

司法書士会の役員

司法書士業そのものがそれなりにハードな訳で、

他の諸々のこととの両立に苦労した。特に、これ

に会務が加わった時期が苦しかった。事務所と会

館間の距離（約１００キロメートル）と時間（約３時

間）は大きなハンデであったが往復の電車で登記

研究、民事月報などを読破できた。「禍を転じて福

となす」とプラス思考とした。困ったのは、電車

の本数が少ないのと、ダイヤによっては乗り換え

なければならず、その連絡の待ち時間が多かった、

報　　　告

黄綬褒章を受章して思うこと

丹後支部 吉　岡　宗　輝
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等々である。もちろん、電車ばかりでなく、時々

は車を使うこともあった。車はリスクを伴った。

冬期、夜の会合後の帰路深夜峠を越える時は、凍

結によるスリップの危険もあった。積雪の田に転

落したこともある。雪のお陰でけがはなかったが

車は当然大破（自損事故）した。理事の時、今も

使われている総会会議規則を作る座長をさせて頂

いた。この時はＪＣ時代に学んだ国際的な会議規

則ロバート議事法をベースに検討することができ

た。

民生委員として

民生委員としての体験は、その後の成年後見業

務に大いに役立っている。もちろん逆に司法書士

としての能力を民生委員活動にも活かすことがで

きた。詳細は、月報司法書士（２０１２年１０月号№４８８

Ｐ２３ ～）に述べている。

黄綬褒章受章

平成２８年春の褒章に際して、はからずも多年に

わたり司法書士の業務に精励したとのことにより、

黄綬褒章受章に浴した。これも偏に皆様方の長年

にわたる温かいご指導ご支援の賜と厚く御礼申し

上げる。今後はこの栄誉に恥じることがないよう

一層精進致し、司法書士業を通じて社会に役立つ

よう活動して参りたいと思っている。どうか今後

共ご指導賜りますよう本誌面を借りてお願い申し

上げる。

幸い、京都会から、最近の褒章としては２７年春

中丹支部の粟賀保先生、２８年春丹後支部不肖吉岡、

同年秋城南支部藤井孝三先生と２年（１年は春秋）

連続受章者が出た。これからも多くの先生方に打

診があると思う。

司法書士報酬について

私は、昭和５５年頃日司連に司法書士の報酬を検

討する委員会に出向していた。ここで議論された

ことの中で、司法書士として事務所を経営維持し

ていく為の経済的基盤を確保できるだけの報酬が

得られるようにし、安定した事務所であって始め

て依頼者の権利が守れるのだという思いで足かけ

３年間毎月日司連へ通った。もちろん、依頼者に

は報酬に見合った仕事をして法的サービスを提供

しなければならない。

私の事務所から日司連まで片道約７時間（当時）

を要した。委員会は、原則火水か水木の２日間で

ある。初日は午前１０時から２日目は午前９時から

いずれも午後５時までびっしり缶詰めである。次

回委員会までに多くの文献を調べて臨まなければ

ならず自分にとってはかなりハードであった。そ

の３年間の個人事務所の業務は土日にせざるを得

なかった。委員は、九州、北陸、関東及び関西か

ら各１人の４人である。ということは欠席すると

２５％の欠員ということでよほどのことがないと欠

席はできない。適正な報酬基準（当時）が確保で

きるのであれば自分も１万数千人（当時の全国会

員数）分の１人としてメリットがあることだから、

との思いで何とか務めた。

研修について

司法書士にとって研修を受けることはとても大

切である。業務をこなす上で常に新しい知識を得、

テーマによっては今受託している事件処理の為に

役立つ知識、ノウハウを得ることは車で例えれば

燃料であり整備された車体といえるのではないか、

スムーズに安全に走行する為に必要不可欠である。

そういう気持ちでできる限り出席していたら、単

位は自然と取得できていた。

法務省にて褒章伝達式に臨む。
このあと天皇陛下の拝謁のため皇居に向かう。
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おわりに

前述した教員資格は、本会やリーガルからある

いは京都府北部の福祉関係施設等から依頼されて

十数回為した成年後見についての講演で聴衆に

説明するのにあるいは簡裁代理認定特別研修のグ

ループリーダーのとき役立った。宅建主任の資格

は、相談を受けたとき司法書士としての専門分野

以外の周辺事項についても基本的なことが分かっ

た上で説明する上で役立った。いろいろスポーツ

などをしていたことは、すぐやるとか持久力を持っ

て粘り強く仕事を処理することに役立った、のか

と思う。

今後も京都会の皆様と共に一会員として良い意

味の自信を持って所属会と共に歩みながら司法書

士業に誇りを持って参りたいと念じている。
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平成２８年６月１１日（土）、愛知県司法書士会館に

おいて「クレサラ生活再建実務研究会ｉｎ名古屋

２０１６　－多重債務者・生活困窮者支援の実務－」

が開催されました。弁護士・司法書士のほか社会

保険労務士や行政相談員などが参加されており、

募集人数２００名の会場は満席でした。

プログラムは、下記のような３部構成で、第１

部と第２部では、消費者事件や債務整理事件に取

り組んでいる弁護士や司法書士の講演が行われ、

実務における最近の傾向や事例などが紹介されま

した。第３部は、厚生労働省年金局企画官による

年金制度についての講演に続き、社会保険労務士

による障害年金の導入事例が紹介され、最後に、

弁護士、社会保険労務士、市役所職員、精神科医

をパネリストとしたパネルディスカッションが開

催されました。

第１部　消費者事件処理の最先端

（１）消費者契約法・特定商取引法の最近の改

正と活用法

（２）サクラサイト事件の最近の傾向と対処法

（３）公的債権（税金・国保料等）による滞納

処分の対抗法

第２部　任意整理・個人再生・自己破産の

　　　　現状と課題

（１）任意整理・個人再生・自己破産の最近の

事例と傾向

（２）東京三会統一基準を超える任意整理と和

解のノウハウ

（３）改正貸金業法完全施行後の倒産手続の諸

問題

第３部　生活困窮者の年金制度を考える

（１）基調報告

（２）当事者報告〜障害年金・老齢年金当事者

から［ビデオレター］

（３）導入報告〜障害年金・老齢年金の現状と

課題

（４）パネルディスカッション

今回の全プログラムの中で最も印象に残った、

パネルディスカッションで取上げられた事例を紹

介したいと思います。

パネリストの弁護士が後見業務を通じて経験さ

れた老齢年金の事例です。

＜脳梗塞で倒れて救急搬送されたＡさんのケース＞

Ａさんは、昭和４２年に高校卒業後靴下工場に就

職し、昭和５６年に結婚、平成２年に三重県Ｉ市内

に一戸建てを購入した。平成３年に長男が出生、

自閉症の障害があり乳児院へ入る。平成４年に長

女が出生、軽度知的障害があった。平成１０年自宅

が火災で全焼し奈良県Ｙ市に転居、翌年妻が死亡

したことをきっかけにうつ病を発症した。その後、

非正規雇用を転々とし、国民健康保険にも加入せ

ず、国民年金も滞納する生活を送っていた。平成

２７年６月、自宅で脳梗塞で倒れているところを同

僚が発見し、救急搬送されたが、半身麻痺と失語

症の重い障害が残った。平成２７年７月、生活保護

受給開始、その際、実施機関が住民票のあるＩ市か、

Ｙ市かでもめた。また、健康保険に加入していな

かったため、全額自己負担となった入院費１２０万円

を滞納していた。平成２７年８月、自宅の家賃も16

カ月滞納しており、明渡しや財産調査のため後見

人が必要とのことで、Ｉ市の地域包括支援センター

から相談を受け、９月に後見が開始された。後見

人に就任した弁護士が、生活保護の受取りに行っ

報　　　告

「クレサラ生活再建実務研究会in名古屋2016」
（全国クレサラ生活再建問題対策協議会　主催）に参加して

裁判手続支援センター所員
洛央支部 関　　　美　佳
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たときに、年金受給権があることに気づき、年金

事務所に年金額の調査したところ、Ａさんがもら

えるはずだった年金は合計７６９万６４３１円であること

が分かった。

年金は５年間で消滅時効にかかるため、最初の

２９カ月分は受給できなかったが、後日、約６００万円

を受取ることができた。

もし、Ａさんがもらえる時期に年金を受け取っ

ていたら、貧困に陥り、家賃も滞納して、健康保

険にも加入せず十分な医療も受けられない生活は

まぬかれたのではないか。ＡさんはいままでＳＯ

Ｓを出していなかったのか。もらえるはずの年金

を受け取ることができない原因の１つは、社会保

障の「申請主義」にあると指摘されていました。

年金を受け取れる時期になると、該当者宛てに

年金請求のための書類が送られてくるそうですが、

Ａさんのように住民票の住所地に住んでいない人

は、その書類を受け取ることができません。

本人が申請しなければ受給できない制度のもと

で、本当に生活困窮している人が、必要な社会保

障を自ら受けにいけない現実があり、生活困窮者

を取り巻く人達の「見つける・寄り添う・つなぐ」

支援が必要であると訴えられていました。

パネルディスカッションの最後に、法律家が関

わっている生活困窮者の中には、社会保障を必要

としているのに、つながっていない人が多い。目

の前の問題解決だけでなくその人の生活全般を

救っていく必要があるとして、プログラムは締め

くくられました。
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１．はじめに

平成２８年６月、京都司法書士会の５つ目の実務

研究会として「財産管理業務研究会」が発足しま

した。現在、研究会の登録メンバーは３２名。概ね２ヶ

月に１度の頻度で研究会を開催するほか、有志で

ミニ（グループ）勉強会を開いています。

２．研究会の目的

司法書士法施行規則第３１条に規定する業務（特

に第１号業務）について、会員間の情報共有を図り、

研究・議論を重ねる形で研鑽を積むとともに実務

体制の整備を図り、当該業務の普及推進に寄与す

ることを目的としています。

３．研究会立ち上げの経緯

司法書士登録から１０年余りになる私は、これま

で細々と登記業務、裁判業務、成年後見業務等に

取り組んで来ました。昨年度、所属支部の研修会

で遺産承継業務（講師：鯨井康夫氏（神奈川県会））

と民事信託（講師：岡根昇氏（大阪会））について

学ぶ機会があり、私には縁のない業務だと思う一

方で、過去、３１条業務として受任可能だった依頼

があったにもかかわらず、何度かお断りした経験

があることにも気づかされたのです。この研修会

から１年ほど経過した頃、新たに遺産承継業務の

依頼を受けることとなり、慌てて過去の研修資料

等を読み、日本財産管理協会主催の研修会に参加

したりする中で、身近な所に、３１条業務に関する

実務的な研究や議論、情報交換の場が欲しいと思

いました。これが、直接の動機となり、同様の思

いを持つ有志９名の名乗りを得て、研究会立ち上

げに至りました。

４．研究会の運営

研究会では、参加メンバーから意見や希望を募

り、その都度内容を企画しています。メンバー各々

が研究会に期待するものには少しずつ違いがある

ようですが、それを無理に纏めるのではなく、む

しろその違いを生かすことによって、個々の勉強

では得られない、新たな発見を伴う、発展的なス

キルアップの場となるのではないかと楽観的に考

えています。現在のところ、外部講師を招いて、

遺産承継や民事信託の実務に即した講義を受けた

り、参加メンバーが具体的な事例発表を行ったり

するほか、民事信託に積極的なメンバーが中心と

なって、ミニ勉強会を開いたりしています。また、

登録メンバーのＭＬを作成し、情報共有や連絡の

手段としています。

５．その他雑感

司法書士会主催の研修会の多くは、平日の夜間

に開催されています。これは、多数の会員が参加

しやすい時間帯であることから辿り着いた結論と

思われます。ただ、司法書士業のほか家事や子育

てをしたい私にとっては、非常に参加しにくい時

間帯であり、これまで常に不満と疑問を抱いてい

ました。今回、どうせ座長になるのなら、この悲

願を叶えてしまおう！ということで、今のところ、

この研究会は、あえて土休日に開催させていただ

いています。ただ、登録メンバーからは、平日の

夜の方がいいとの声も少なからず寄せられており、

私自身も土休日に用事が重なることも多く、結局

落ち着くところに落ち着くのかも知れないなぁ…

と悩む今日この頃です（とりあえず今後の予定は

未定ということで）。

報　　　告

新生「財産管理業務研究会」のご紹介

財産管理業務研究会　座長 川　島　好　江
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司法書士会ＨＰ「実務研究会」のページに研究

会の記録をアップしていますので、興味のある方

は、是非ご覧ください。

また、随時登録メンバーを募集しておりますの

で、参加を希望される方は、お気軽に私までお問

い合わせください！
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今年度、京都司法書士会として平成２８年４月２

日（土）と７月３０日（土）に新規会員登録者研修

交流プログラム（以下、研修交流プログラムと称

する）を開催した。京都会登録後３年以内の会員

を対象とした研修を行い、研修終了後に簡単な懇

親会を開催して新規会員と既存会員の交流を図り、

人間関係を形成して、ゆくゆくは京都会としての

人材の育成や登用へのスタートになればと考えて

開催させていただいた。京都司法書士会会報Vol．

９４のＰ１の会長インタビューの内容の１つを実現

したものであると考えていただければよい。

研修交流プログラムの第１回目を開催決定する

まで、常務理事会や理事会の協議を行い新人の人

材育成や登用についてはさまざまな意見があった

が、私が会長達と焼鳥屋にいるときに「日司連で

は新入会員プログラムを作成しており、それを教

材にして、新人を対象としたグループディスカッ

ション的な研修を行ってみてはどうか。」と提案し

たところ、「それじゃあ企画書を作って提案してみ

ろ。」って流れになってしまい、ただでさえやるこ

とが多いのに、見事に自分で自分の首を絞める結

果となってしまった…。

企画書を作成し、常務理事会と理事会で承認を

得て、平成２５年４月以降に京都会に入会された会

員全員に案内を送付した。第１回研修交流プログ

ラムの教材は日司連の新入会員プログラムの立会

業務で、平成２８年４月２日（土）までに日司連研

修総合ポータルのｅラーニングを参加者は受講し

て、当日に立会業務に関するグループディスカッ

ションの課題（これも日司連の新入会員プログラ

ムに入っている）を利用してスクーリングを行っ

た。初めての試みなので、スクーリングの際の各

グループのチューターは常務理事会構成メンバー

で行うことにした。なおチューターは日司連の新

入会員プログラムのチューターマニュアル（解説

書ではない）を利用して司会進行を行った。スクー

リング終了後懇親会を開催し、参加していただい

た新規会員に感想を聞いたところ、「普段の座学の

研修とは違い参加型の研修なので、最初は緊張し

たが自分の意見を言え、先輩の話を聞けて良かっ

た。」とのことで想定外の好評を得た。

平成２8年５月２１日の京都司法書士会第１２８回定時

総会で平成２８年度の事業ではあるが口頭にて報告

をし、貴重な御意見をいただき、それを踏まえて

第２回研修交流プログラムを企画して平成２８年７

月３０日（土）に開催した。教材は日司連の新入会

員プログラムの株式会社の設立を利用することに

決定した。こちらも第１回目と同じように参加し

ていただいた新規会員からは好評であった。

今後、平成２９年２月の理事会承認で会員交流プ

ログラムＰＴを組閣して（研修部の主管）、ＰＴで

研修にとらわれない内容の事業を企画立案できれ

ば良いと考えている。

報　　　告

新規会員登録者研修交流プログラムの開催

研修部　部長 三　野　和　也
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皆様は「三大疾病」とは何のことか御存知であ

ろうか。

生命保険業界での用語にはなるが、いわゆる「が

ん、急性心筋梗塞、脳卒中」のことである。

３０代や４０代は働き盛りと言われる。

人は働き盛りの時、働くことに集中し、食事等

が不摂生になる場合が多く、まったく知らない間

に「静かなる暗殺者」は足元から近づいている・・・

この物語はフィクションではない。

広報部長より会報の原稿の話を頂いたときは、

読者に恐怖を与える可能性があり、混乱を招く恐

れがあるので難色を示したが、「不摂生により自ら

寿命を縮めている多くの会員の方に、今一度生命

の大切さを再認識させることが必要なのです！」

とのことを強く言っていただいたので、大変恥ず

かしながら私の経験を執筆させていただく。

平成２７年１０月２４日（土）。起床後はいつもと同じ

ことをしており、洗顔等が終わってから近所のコ

ンビニ（セブンイレブン）で「サンケイスポーツ

（サンスポ）、缶コーヒー（微糖）、タバコ」のいわ

ゆる３点セットを購入し、自宅でこの３点セット

を朝から楽しんでいた。この日は午後からこども

未来館で理事会が開催されることもあったので（京

都司法書士会館は年次制研修のため、こども未来

館で理事会を開催）、その後は事務所で理事会資料

を見て予習をしていた。ただいつもと違うのは「胸

が少しチクチクする痛みがあった」ことである。

痛さは蚊に刺された程度のものだ。少し気になっ

たので病院に行こうか否か悩んだが、終日チクチ

ク痛む訳ではなかったし、理事会には必ず出席し

なければいけないので、病院に行く選択を頭の中

ですぐに消去して理事会に出席した。理事会中に

もたまに胸にチクチク痛みが走ったが、特に何事

もなく理事会終了後、会長達と何名かで飲みに行

き、生ビールを飲むと胸の痛みが治まった。その

後、胸の痛みが出なくなったこともあり、スッカ

リ胸の痛みを忘れてしまったが、平成２７年１２月に

入ると同じような胸の痛みが出てくるようになっ

た。しかしこの痛みは「蚊に刺された程度」であっ

たので、あまり気にせずに執務や会務を行い、た

まに仲の良い会員といるときに「最近、少し胸が

痛くなるけど、チクチクする程度やからあんまり

気にしてへんねん。」と話をしたら「大丈夫か。が

んばりすぎやから、会務のペースを落とした方が

いいぞ。」と非常にナイスなアドバイスをいただい

たりした。

平成２７年１２月２８日（月）。いわゆる仕事納めの日。

いつもお世話になっている先輩会員の事務所の忘

年会にゲストとして呼んでいただき、その会場に

向って歩いているときに「左腕の骨が冷たくて痛

い（うまく表現ができません）」感じが少しした。

この痛みも「蚊に刺された程度」のものである。「昨

日、部屋の大掃除をしたから筋肉痛なのかな。こ

んな気にならない痛さは初めて経験するな。まっ

大丈夫やろう。」と思い、忘年会の会場に行き、楽

しい時間を過ごさせていただいた。その際も軽く

「胸の痛みの話や左腕の痛みの話」をしたが、忘年

会出席者全員がドクターＸみたいな医師ではない

ので、私の話しで症状がわかるはずもなく、「正月

はゆっくり休みや。」ってことで終わり、楽しい忘

年会が続いた。

生　　還

匿　名　希　望

会　員　寄　稿
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平成２７年１２月３１日（木）。大晦日。１８：３０からダ

ウンタウンのガキの使いやあらへんで！！を見て、

番組終了後就寝をしたのだが…。

平成２８年１月１日（金）。正月。２：００頃。突然、

左腕の骨が今まで経験したことのない冷たく激し

い痛みが襲ってきて、あっと言う間に首や胸にも

経験したことのない痛みが襲ってきた。仰向けの

ままだと呼吸がうまくできないのだが身体が思う

ように動かない。痛いのを我慢して何とか上半身

を起こして「ぜぃはぁ！ぜぃはぁ！」って状態。「何

だこの痛みは！救急車！いや待てよ。痛みも収ま

る可能性もあるから、少しこの状態で休んでおこ

う。」と思い、ここで私はあきらかに間違えた選択

をした。２０分後、左腕の爪先から痛みが抜けてい

く感じで痛みが引いていったので、「痛みも引いた

ことだし寝るか。これは夢なのだ。」と現実逃避を

して夢の世界に舞い戻っていった。

平成２８年１月１日（金）。正月。７：００頃。また

もや２：００頃と同じ（それ以上かも）痛みが襲っ

てきた。幸い父母が既に起床しており、正月なの

で「あけましておめでとう。」って挨拶をするとこ

ろだが、私は年明けの第一声が「今すぐ救急車を

呼んでくれ！」だった。父が「救急車を呼んでい

たら時間がかかるので、ワシが車で救急病院に連

れて行く。」と言ってくれたので、正月早々○○市

指定の救急病院である○○会○○病院に行き、救

急の受付に行ったところ看護師の方が「昨日より

救急車で運ばれてくる患者さんが多いし、言い方

が非常に悪いがお亡くなりになりそうな方が２〜

３名いるので、医師もバタバタしている。医師の

判断によるがもしかしたら検査ができないかも知

れない。とりあえずはこの紙に症状を書いてほし

い。」と言われた。この言葉により病院に対して不

信を抱いてしまったが、文句を言っても何もなら

ないので、出された紙に○をつけたり症状を書い

たりした。３０分ぐらい待機した後に看護師より「医

師が検査をするとのことです。３名の医師に見て

もらいます。」と言っていただいたので、ホッとし

て病院に対する怒りを収めることができた。すべ

ての検査で１時間ぐらいはかかったと思うが、最

後にエコーによる心臓の検査をしたときに若い医

師が「私の想像したとおり、心筋梗塞を起こして

いますね。」と言われるのと同時に私は看護師によ

りベッドにくくりつけられた。初めての経験なの

でくくりつけられた瞬間、「心筋梗塞と言われても

当然の報いだな…」と冷静に自己分析ができた。

○○会○○病院ではカテーテルを扱える医師が

休みなので、△△会△△病院に救急車で移動し、

すぐにカテーテルによる手術を行った。１月３日

（日）の昼過ぎまで救急病棟にいて外部との連絡が

ほぼ遮断されてしまったが、親とは１日１５分間だ

け会えたので、スマホや手帳等を持って来てもら

い、看護師に頼み込んで少しだけ（５分程度）ス

マホを起動させることに成功し、Facebookに心筋

梗塞で入院したことを投稿した。Facebookの友達

に京都会の役員が何人もいるので、１月４日に会

長や事務局に私の状態を知らせてくれるだろうと

予想したのだが…果たして私の目論見は見事に成

功した。

１月３日（日）の昼過ぎ以降、一般病棟に移り、

１月４日（月）の朝に京都会事務局、会長、副会

長等に連絡を取り、自分の業務の件で依頼者にも

連絡をして迷惑がかからないように対応させてい

ただいた（実際、迷惑を掛けた可能性は否定でき

ない）。一般病棟に移ったが、歩いて移動できる距

離は心臓の負担も考えて目と鼻の先程度の距離し

か歩けず、リハビリ以外はベッドの上で過ごす生

活を１月１４日（木）まで行った。その間、多くの

会員の方にお見舞いに来ていただいた。この紙面

にて御礼申し上げる。

入院中の１番の楽しみは朝昼夜の御飯のことで、

１日に何回もお見舞いに来てくれた方との面談す

る部屋に行き、本日の献立をチェックすることが

物凄い楽しみになっていた。御飯のことで看護師

さんに「おかわりはできないのか。」と聞いてみた

ら、「あんた何考えているの！」と言った表情で、

当然に「できる訳ないでしょう！」と言われてし
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まった。当然と言えば当然ではあるが…。

一般病棟に移ってから携帯電話を持つことが可

能になったが（但、電話の使用は決められた場所

でなければいけない）、ありがたいことに仕事に関

する電話がかかってきて、そのたびに心筋梗塞で

入院したことを伝えるのが非常に辛かった。

１月１５日（金）１１時００分に無事に退院し帰宅し

て最初にしたことは、お風呂に入ったことである。

入院中は入浴できず、看護師にお願いして１週間

に１度だけシャワーを浴びることができた（但、

頭だけ）が、冬とは言え２週間近く入浴をしてい

ないので、正直身体は臭い。もちろん退院時に入

浴について医師に確認している。２週間ぶりのお

風呂は最高であった。その後、ＰＣを立ち上げて

メールを確認したら、メール未読件数が３５０件ぐら

いあり（約９７％、会務関係のメール）、確認するこ

とが恐ろしくなったので、退院した日は何らの確

認もせずにＰＣの電源を切った。その後、生命保

険を掛けていたので保険会社に手続きをしなけれ

ばいけないと思い、資料を見て生命保険会社に電

話をして手続きを進めていくことになった。今思

えば、勤務していた時に知人にお願いされたので

仕方がなく契約し、その後契約内容の見直しをし

たりしていたが、毎月単に保険料を支払っていた

だけで途中何回も解約しようかと思ったが、結果

的に生命保険に加入したままであったので、おか

げで一時金として金○○○万円を支払ってもらえ

たので、非常に助かった。生命保険会社の営業で

はないが、掛け捨ての保険でもいいので、三大疾

病特約のある保険に加入することはお勧めする。

むすびになるが、かつて織田信長は「人生５０年

…」って「敦盛」を謡って舞って出陣したらしいが、

私は「４１歳」の時に入院するハメになった。ヘタ

をすれば５０歳前に死んでいたことになる。３０代や

４０代の方が心筋梗塞に発症する可能性が年々高く

なっているとのウワサを聞く。我々は仕事や会務

のストレスを発散するために、アルコール、ニコ

チン、ジャンクフードに走ってしまうことが非常

に多いと思う。これらを完全に無理矢理止めるこ

とでかえってストレスを溜めてしまうケースがあ

ると聞いたことがある。いきなり全てを止めるの

ではなくアルコールの量を少し減らすとか、途中

からはウーロン茶のみにする等の工夫をしてスト

レスを溜めないようにしていくのがいいのではな

いかと思う。「健康が１番！」って言葉は経験者の

私から言えば本当の事だ（「サッポロ一番！」はお

いしいかも知れないが、１番じゃなくてもいい）。
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業務開発研究部会とは？

私は現在、日司連司法書士総合研究所の業務開

発研究部会の研究員を務めています。当部会の主

任研究員は、京都会の石田光廣さんで、担当主幹

が兵庫会の鈴木浩巳さん、研究員が大阪会の平野

次郎さんと私というメンバーです。研究テーマと

しては、近年日本で大きな問題となっている空き

家や放棄不動産で、相続未登記不動産の増加の背

景には、不動産所有制度と時代の乖離があるので

はという問題意識に立ち、時代に合致した新たな

不動産所有制度と、そこにおける司法書士の役割

の提案を目標とし、まずは参考となる海外の事例

の調査を行っています。現時点で当部会が着目し

ているのは、イギリスにおける不動産の権利分散

防止制度とアメリカのランドバンクで、私はラン

ドバンクを中心に調査を進めています。上記制度

の詳細については、いずれ研究成果としてご報告

する機会があるかと思いますので、そちらを参照

していただければと思います。

業務開発研究部会に入ったきっかけ

私が業務開発研究部会に入ったのは、平成２７年

４月から翌年３月まで、龍谷大学大学院政策学研

究科で社会人院生として学んだことがきっかけと

なっています。これは、京都青年司法書士会と同

研究科が協定を結んでいて、推薦を受け試験に合

格すれば１年間学費免除で研究できるという制度

を利用したものです。仕事と両立させるのはかな

り大変ですが貴重な体験ができますので、青年会

会員の方は是非チャレンジしてみてください。

龍大では、空き家問題を研究テーマに選びまし

た。指導教官の中村剛治郎先生（ご専門は地域経

済学です）から、せっかく大学院で研究するのだ

から、海外の制度にも目を向けるべきだというご

指導をいただき、色々と調査してみたところ、イ

ギリスの「空き家管理命令」とアメリカの「ラン

ドバンク」にぶつかりました。「空き家管理命令」

は、住宅の確保と空き家の荒廃の抑止を目的とし、

２年以上空き家となっている住宅を地方自治体が

所有者の同意を得ることなく占有し、必要な改修

を施した上で賃貸し、その賃料によって改修費用

等を回収する制度です。一方、ランドバンクは空

き家や管理不全不動産、放棄不動産を（主として

固定資産税の滞納による差押え手続きを通して）

取得し、その維持管理や再生を図る機関で、アメ

リカでも製造業の衰退等により人口減少に苦しむ、

オハイオ州やミシガン州の地方自治体に多く設置

されています。

上記の２つの制度のうち、研究テーマとして、「空

き家管理命令」を選び、「日本とイギリスにおける

空き家対策の比較研究―イギリス「空き家管理命

令」の意義と日本への示唆」という題目で修士論

文を書き、無事平成２８年３月に修了できました。

主任研究員の石田さんは、平成２０年度合格の同

期であり、以前から空き家問題についてもお詳し

かったので、大学院での研究をどう進めるか悩ん

でいたときに、色々と相談にのっていただきまし

た。これが直接のきっかけとなって、業務開発研

究部会に研究員としてお誘いをいただきました。

私も龍大終了後、もう少し研究を続けたいと思っ

ていたところですので、お受けした次第です。こ

うして、大学院での研究の際、１度はぶつかりな

がら、結局は研究テーマに選ばなかったランドバ

ンクについて、当部会で研究することになりまし

た。

日司連司法書士総合研究所
業務開発研究部会の研究員になって

園部支部 村　上　　　毅

会　員　寄　稿
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最後に

当部会の研究テーマは、司法書士の日常業務に

直接つながっているという訳ではないですが、メ

ンバーは明確な問題意識を持ち、熱意をもって研

究に取り組んでいます。私も当部会の活動から刺

激を受けることが多く、研究成果を出すのに少し

でも寄与できればと思っています。
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ソフトボールは年齢、性別、体格に関係なくみ

んなで楽しめるスポーツ（宇津木妙子監督）です。

みなさん、ソフトボールをやってみませんか？

京都司法書士会城南支部ソフトボールクラブは

平成６年３月１１日に発足し、今年で２４年目を迎え

ることになりました。

当クラブは、会員の健康を増進し、会員相互の

親睦を図るとともに地域社会との交流を深めるこ

とを目的としています。目的を達するための事業

として現在は宇治市のソフトボール協会主催の大

会に参加しています。（発足当初は、自由業団体懇

話会の親睦ソフトボールの為にチームがつくられ

たとのことでしたが、旋風を巻き起こし、その結

果ルール改正｟投手は本職に限る｠がされるなど

大きな影響を与えたようです。１０年以上前の話で

すが、未だに自由懇の会議に行くと他士業の担当

者から言われます。）

１年間に４回トーナメントがあります。宇治市

ではクラス分け（計４クラス）がされており、今

年度、当クラブは上から３番目（下から２番目）

のＢクラスでトーナメントを戦い、２勝４敗とい

う結果でした。来年度どのクラスで戦うことにな

るかは現在のところ分かりませんが、優勝を目指

し頑張っています。

また、１年に１度、青城戦と銘打ち、京都青年

司法書士会と対決しております。対戦成績は当ク

ラブが勝ち越しております！が、最近の青年会は

若手の補強に成功していることに加え、強力な助っ

人選手も獲得しており、強敵になっています。

練習は、３月から１１月まで第１木曜日の夜７時

〜 １０時に城陽市の鴻ノ巣山運動公園多目的広場に

おいて全体練習を行っております（雨天中止）。試

合数日前に全体練習するなどもしており、月２回

程度練習を行う場合があります。また、毎週日曜

グランドの予約状況により、朝６時から９時頃ま

で朝練をしています。城陽市の木津川運動広場で

練習することが多いです。これは個人でやりたい

練習をやる、自己研鑚の場です。指導者がおらず

素人同士がああでもないこうでもないと練習して

いるので、本当に正しい練習か分からないところ

もありますが、いろいろ試行錯誤するそのプロセ

スも楽しいです。

当クラブの会員は司法書士会城南支部、京都司

法書士会城南支部の近隣支部会員及びその補助者

に限定している為、試合の際のメンバー集めはな

かなか大変です。ソフトボールは最低９名の参加

がないと試合をすることが出来ません。我々は勝

利を目標に試合に臨みますが、ただ勝てば良いと

のみ考えている訳ではなく、司法書士が試合に挑

み勝つことを目標にしておりますので、万一メン

バーが集まらない場合には、助っ人を頼まず、試

合を棄権することになります。各会員が上手くな

ることがチーム力の向上につながることになりま

す。プロ野球で言えば広島、サッカーで言えば、

アスレティック・ビルバオのようなチームという

ことですね。

発足から２４年も経つと、当クラブを御存知の方

も多々いらっしゃると思います。私が当クラブを

知ったのも、京都司法書士会に入会した際の面談

時に、城南支部にはソフトボールクラブがあり、

活発に活動しているとの話が出たからです。

私は道具を使って球を打つというスポーツを小

学校低学年の頃以来ほぼしたことが無かったので

不安はありましたが、体を動かしたかったことも

あり、思い切って入部してみました。温かく迎え

京都司法書士会城南支部
ソフトボールクラブのご紹介

城南支部 山　本　浩　世

会　員　寄　稿
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入れていただいてからかれこれ７年ほどになりま

すが、自分が自分なりに、本や動画を見、練習や

試合での経験を通じて、いろいろと気付きを得な

がら少しずつ成長できるのが魅力の一つだと思い

ます。また、ここ２年ほど徐々に勝てるようになっ

てきたので、試合も楽しくなってきました。勝っ

た後は次の試合までポジティブイメージで過ごせ

るので、仕事にもよい影響があるかもしれません。

もちろん運動不足の解消にも役に立ちます。（なお、

ダイエットに効くかは不明です。）メンバーと話す

機会も増えますし、仕事の事も相談出来たりする

ことも良いところだと思います。

野球と女子ソフトボールがオリンピックの正式

種目に復活し、今後ますます注目度が上がってい

くはずのスポーツですので、他支部の方でも、チャ

レンジしてみたいという方はお声をかけていただ

ければと思います。是非とも練習や試合を見に来

てもらえたらと思います。

なお、城南支部に入会するにはソフトボールを

しないとダメと聞いた、と、ある会員さんが心配

されていましたが、それは大丈夫です。勧誘はし

ますが、無理強いはしませんのでご安心ください。

以上、クラブのご紹介兼部員募集でした。
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振り返ると１０年前の年末に、丹後への引っ越し

準備を進めていた。司法書士事務所に勤務して３

年ほどが経過し、不動産登記や商業登記、税理士

や土地家屋調査士との打ち合わせなど、一通り司

法書士としての経験をさせて頂いた。（そのような

機会を与えてくださった勤務先事務所や配属研修

先事務所には今でも大変感謝している。）そろそろ

独立してもなんとかやっていけるんじゃないかと

いう冒険心みたいなものが湧いて出た頃である。

当時は債務整理で忙しくしている仲間もいたし、

試験合格後すぐに独立開業した知り合いもいたが、

なかなか同じようにはできないと感じていた。ど

こで何をするか、新人の頃のテーマだと思うが、

私は基本的に田舎志向で、町の医者のような存在

をあこがれとしていたので、都会へ出ていわゆる

大きな仕事をすることには興味がなかった。とは

いえ、後になって分かるのだが、自分が想像して

いたより大きな仕事があった。

自分の事務所を借りて、設備を整えて、看板を

あげる。そのような準備は不安もあるが楽しいし、

どこか誇らしい気分になる。鶏口牛後というが、

小さくとも一国一城の主となれる気分というのは

なってみないと分からない。

出だしが順調だったかというとやはりそうでも

ない。電話など鳴るはずもなく、鳴ったかと思え

ば間違い電話である。そもそもこの地域につなが

りが一切ないところからのスタートである。知り

合いがいないのだからこちらから出向いてきっか

けを作るしかない。金融機関も不動産業者も税理

士弁護士等も名刺を持って訪問した。突然の訪問

にも親切に対応して下さるところもあるし、素っ

気なく返されるところもある。それでもそのとき

の始まりが今にまで続いていることは大変感慨深

い。

そのようなスタートだから、依頼は基本的に断

らないスタンスである。そうするといろいろな事

件に出会う。依頼人の話を聞くうちに、司法書士

事務所の仕事じゃないこともある。相続人間の遺

産分割についての話と思い耳を傾けてゆくと、「実

家の父が亡くなったのに、姉妹が家に入れさせて

くれない」という。なるほど、難しい問題だなと

思っていると、「だから実家にある先祖の仏壇に手

を合わせられない」のだという。そして「そのせ

いで私の首がこんなに痛い」のだそうだ。そうい

や試験勉強中刑法で因果関係とか習ったなと思い

つつ、これは原因と結果を結びつけることが出来

るのか？　などと余計なことを考え、「それは辛い

でしょうね」となんとか同意できそうな一言を絞

り出した。そうすると、「そうなんです」と涙を流

され、落ちついたところで、気持ちが楽になりま

したと帰って行かれた。はて、私は何をしている

んだろうと思ったが、依頼人が気持ちよく帰られ

るのであれば、結果よしである。時間がある事務

所だからこそできたと思う。

丹後地方では「弁当忘れても傘忘れるな」とい

う諺があるらしい。こちらに来てそれをよく聞か

された。日本海側の天気は変わりやすく、朝快晴

と思っても数時間で雨になったり、隣町は晴れて

いたりと、地域でも天候が違うのだそうだ。湿気

もやっかいで、書庫に保管していた書類にカビが

生えていたりして、大掃除したことも何回かある。

快晴の日に海辺に行けば、天橋立も全貌を見通す

ことができて、それは大変美しい。日本三景の１

つに数えられており、観光地でもあるから、そん

な景色を毎日見ることができるのは、ちょっとし

た優越感がある。

丹後での10年

丹後支部 扇　野　充　啓

会　員　寄　稿
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依頼人が漁師さんだったことがあり、ぜひ食べ

てくださいといって大きな発泡スチロールの箱を

頂いた。中には大きな鯛が入っており、鱗や内臓

は処理された状態で、渡してくれた。冷蔵庫には

当然入らず、切っていろんな人にお裾分けした。

スーパーの袋にじゃらじゃらとアサリをいっぱい

頂いたこともある。今朝海でとってきたものだか

ら砂を出させてから食べなさいよと。これは今ま

で食べた中で１番うまかった。どちらも、あとで

スーパーへ行って値段を見たときに、おーっと唸っ

てしまった。地方に行けばその地方の良さと、独

特の経験をすることができる。

司法書士業をしていると、町の会社の社長さん

と話す機会も多いかも知れない。いろいろな事業

を展開したり、その計画をお話しくださったりす

る。町自体はどんどん人口が減ってゆき、高齢化

もひしひしと感じられるのに、自身の事業も町全

体も盛り上げようと奮闘しておられる方々からは、

わくわく感が漂ってくる。田舎にいても、見てい

る先は数年先の将来であったり、海外であったり

する。いろいろな経験を聞くうちに、心がそちら

に傾いていくから多少やっかいである。

心は海外に向いても体は日本にある。それでも

今後を考え、日本語以外に数カ国語習得すべきだ

と思って、英語と中国語を独学で始めたら、こん

な場所でも中国語の波がやってきた。観光客はも

ちろんのこと、爆買いで旅館やホテルをという話

もあるから、勉強しておいてよかった。とはいえ

中国語の影響力は強すぎて、頭の中から英語は駆

逐されてしまったし、日本語の漢字を時々中国語

読みしてしまう変なくせがついてしまった。それ

でもいろいろな人とコミュニケーションがとれる

と世界が広がるのは事実。都会ではもっとその機

会が多いのだろうと思うが、ここに居ても十分感

じられる。

当初は、石の上にも３年というように、少なく

とも３年は続けるべきだと言い聞かせた。３年を

過ぎると５年もすぐだった。新天地をまた探そう

かなと考えていると、もう１０年になっていた。今

後どうなるかなと思っているが、そのうち完全に

地元住民になっているような気がする。「引っ越し

てきてもう１０年になります」という方に向かって

「まだ１０年かあ」と返しているかもしれない。
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フォークソングに始まって

昨年、ノーベル文学賞が音楽家としては初めて

ボブ・ディランに贈られ、彼の授賞式欠席ととも

に話題となった。彼は、プロテスト・シンガー（歌

を介して社会や政治に物申す歌手）としての側面

を持ち、１９６０年代から活躍し続けているアメリカ

人である。

子どもの頃よりピアノに親しんで来た私には

ずっとクラシックが傍にあったが、友達の影響か

らピーター・ポール＆マリーという３人組の歌う

フォークソングを聴くようになった。まずは、彼

らの力強い歌い方に惹かれた。そのうち、時とし

て難解であるが、彼らの歌う表現力豊かな英語詩

にも魅せられた。その作詞家こそがディランだっ

たのである。詩が彼の思想そのものであり、だから、

「文学賞の受賞」と聞いてもちっとも驚かない。

つい、ディランについて長々と書いてしまった

が、彼について論じようというのではなく、これ

から紹介する大好きな３人のアーティストとどの

ように出会ったかを披瀝するために、大御所にお

出まし願ったまで―本題までもう少しお付き合い

いただきたい。

社会現象としてのこういう音楽も１つのジャン

ルとして認めつつも、次第に美しいと感じられる

メロディーに関心が移っていき、私にとって心地

よい音楽を求めるようになっていった。

３人との出会い

　その１　チック・コリア

ビートルズが世界を席捲していたその頃、京

都中にジャズ喫茶なるものが林立していた。爆

音に包まれた暗くていかがわしい場所－でも、

今まで聴いて来たクラシックやフォークソング

の音と全く異なるメロディーの複雑さやら躍動

感に心震え、毎日のように通い続けた。７０年初

頭であったろうか。ちょうどＣＤが出始めた頃

で、ジャズの世界では守旧派（レコード派）と

ＣＤ派の対立が目覚ましく、また、アコース

ティック（従来の楽器での演奏を好む）派とエ

レクトリック派の論争もかまびすしかった。私

は拘りなく、というより、よくわからないまま、

あれこれ試してみた。

その中で出会ったのが、チック・コリア（１９４１

年生れ）である。彼は１０代より頭角を現した名

うてのジャズ・ピアニストであり、もともとは

アコースティックでフリーなジャズを目指して

いた。エレクトリックと両刀使いの人で、ヴィ

ブラフォン奏者、ゲイリー・バートンとのデュ

オの歴史も長い。ピンと張った硬さと柔らかさ

が同時に鳴る彼の音は明るく、キラキラと輝く

よう。わが家から１０分とかからない銀閣寺近く

に長期滞在していたこともあって、余計に親し

みを感じている。数えきれないくらいのコンサー

トに通った。

因みに、１９７０年は、ビートルズが解散し、ジャ

ズ・トランぺッター　マイルス・デイヴィスが

エレクトリック　アルバム　「ビッチェーズ・ブ

リュー」を世に問い、また、前年に月面着陸し

たアメリカから大阪万博にその「月の石」がやっ

て来た賑やかな年であった。チック・コリアの

名盤「リターン・トゥ・フォーエバー」の大ヒッ

トはその２年後のことである。

　その２　ビリー・ジョエル

その後、環境が変わり音楽を耳にする機会が

めっきり減った私だったが、あるフライヤー

My Favorite Artists
－大好きな３人とそれぞれの３曲－

洛北支部 田　口　乃　子

会　員　寄　稿
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に心惹かれ、久しぶりにコンサートに行った。

７０年代中盤だったと思う。これをきっかけに、

今 度 は、 ロ ッ ク、 と 言 っ て も Ａ Ｏ Ｒ（Adult 

Oriented Rock）を中心に聴くようになり、い

つしかビリー・ジョエル（１９４９年生れ）が唯一

無二の存在になっていった。ネット予約などな

かった初来日（１９７８年）当時、チケット発売日

の発売時刻に電話をしたのに、繋がった時には

ソールド・アウト－いまだにビリーのご尊顔を

拝したことがない。でも、悪い事ばかりではない。

企業に依存せず、手作り感いっぱいのファンク

ラブのメンバーであった私は、その来日ツアー

中に撮られた彼の写真（印刷ものなどではない

本物）をいただいた。今もって門外不出の宝物

である。

　その３　濱田金吾

司法書士試験の勉強中にも、よさそうなライ

ブがあると知ると足繫く通ったものである。あ

る日、運命的な出会いがあった。吹田でジャズ・

ピアニスト　ハンク・ジョーンズのカルテット

を観た帰り、会場で隣り合わせた人と阪急でも

同じ車両に乗り合わせ、京都までひとしきりジャ

ズの話で盛り上がった。彼女は、その後の私の

ジャズ人生に、いや、生き方にも最もインパク

トを与えた人である。自分の考えを持ち、行動

する　－　今では当然だと肯定されようが、当

時は、このような女性に対して結構反発もあっ

た時代である。美しくもあり、その凛とした姿

がとにかくカッコよかった。

常々、ジャンルに捉われず気に入ったものを

楽しんでいた彼女が、ある日、１枚のレコード

を貸してくれた。彼女の大好きなトランぺッター

であり歌手であるチェット・ベーカーが歌詞に

出てくる「JAZZ SINGER」という歌が入ってい

ると言う。濱田金吾（１９５３年生れ）の「FEEL 

THE NIGHT」というアルバムだった。

この１枚をきっかけに彼のメロディーライン

にノック・アウト（この他に適切な表現が思い

浮かばない）され、私のほうが彼女以上に夢中

になっていった。

彼は、フォークグループ　クラフトのメンバー

を経て、１９８０年からソロ活動を開始する。８６年

までに発売された７枚のアルバムに収められた

歌はどれも説得力があり、１枚を通して聴くと

１巻の物語を読んだような感覚になる。

CITY-POP、J-AORの旗手と評される彼だが，

私は稀有なメロディーメーカーでありシンガー

だと思っている。時として予想外のリズムに驚

き、彼の声にうっとり。とにかく，旋律が美しい。

高橋真梨子、太田裕美や西城秀樹をはじめ、

実に多くの歌手に曲を提供しているし、故森田

芳光監督の映画「の・ようなもの」の主題歌も

彼の手に成る。今も東京を根城に、大阪、名古

屋などで精力的にライブ活動を続けている。

数年前、近司連の会議で大阪に行った帰りに

立ち寄ったライブハウス　ミスター・ケリーズ

で彼が出演していることを知った。念願叶って、

昨春、やっと御目文字　－　予想以上の迫力に

すっかり打ちのめされてしまった。また、彼を

愛するファン同士が仲良く、和やかに交流して

いる様子を目の当たりにした。皆が自然体で、

楽しく接しており、だから長く続いているのだ

とわかった。

そうだ、京都にも呼ぼう　－　思い立ったら

じっとしておられず、厚かましくも計画を持ち

掛けたところ、心よく応じてくれた。２０１６年９

月１０日、三条御幸町のル・クラブ・ジャズで開

催した京都初のライブは、満員御礼の盛況ぶり。

もちろん、京都ライブは今年も計画中である。

Kingo Hamada Official Website をご覧あれ

kingohamada.com

それぞれの３曲

この３人の音楽は、聴き始めて何十年も経た今

も折に触れて楽しんでいる。３曲に絞るなんて意

味のないことを承知で、私の好みの曲をえらんで

みようと思う。恐らく、プロの評論家なら首をか

しげるような選曲であろうが、これをきっかけに

興味を持ってくださる方が１人でも増えるよう
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願って挙げてみた。心を込めて…。

チック・コリア　何百回聴いたかなあ。

（１）Now He Sings, Now He Sobs. （１９６８）

同名のアルバムの３曲目　ジャズの正道に位

置するも、アバンギャルドな世界と表現される

こともある。ピアノは、もちろんチック、加え

てミロスラフ・ヴィトゥース（ウッド・ベース）、

ロイ・ヘインズ（ドラム）という名手揃いのト

リオによる傑作　（アコースティック）

（２）SPAIN

　初出　‘light as a feather’ （１９７２）

ロドリーゴの「アランフェス協奏曲」をテー

マにした大ヒット曲　（エレクトリック）

（３）I Hear A Rhapsody （ジャズ・スタンダード曲）

　初出　‘TRIO MUSIC LIVE IN EUROPE’ （１９８２）

イントロから目が覚めるほどリズミックで気

持ちがいい。

メンバーは、（１）のトリオのリユニオン　（ア

コースティック）

ビリー・ジョエル　ニュー・ヨークを拠点として

活躍中　体調を崩した一時期をロス・アンジェル

スで過ごす。詩の意味は味わい深く、「ピアノの詩

人」と称せられる。日本でのヒット曲としては「オ

ネスティー」、「ジャスト・ザ・ウェイ・ユー・アー」

や「ストレンジャー」などずらり

（１）You’re My Home.

　初出　‘Piano Man’（１９７３年）

贈り物を買う余裕がなかった彼が妻に贈った

歌。こんな歌を貰えるなんて、嬉しかっただろう。

（２）NEW YORK STATE OF MIND

　初出　‘TURNSTILES’

　　　　（邦題「ニューヨーク物語」）（１９７６年）

ＮＹを懐かしみ、ＬＡで制作した唯一のセル

フ・プロデュース　アルバム

（３）MIAMI2017 （SEEN THE LIGHTS GO OUT ON 

BROADWAY）

初出　（２）に同じ　「ブロードウェイの灯が

消えてしまった。エンパイア・ステイト・ビル

は倒された。」という衝撃的なフレーズから始ま

るこの歌は、９．１１．を想起させると言う人もい

るが、当時、破たんに瀕していたＮＹの財政を

批判したものだとのこと。故郷を捨てて、マイ

アミに移住していたニューヨーカー達が、孫に

語って聞かせるのが本年、２０１７年というＳＦ仕

立て　音もノリノリのロックである。年始にフ

ロリダで開催されたコンサートで演奏されたと

か。

濱田金吾　体に染み渡る音、そして、今聞いても

斬新なメロディー、リズムでいっぱい。

待望の新作発表間近か！

（１）PIANO MAN

　 ‘FEEL THE NIGHT’（１９８１年）より

ビリー・ジョエル’にも同名の曲があるが、影響

を受けたのは‘Just The Way You Are’のリズムらし

い。別れた人を想ううただけど、いつ聴いても前

向きになれる。

（２）*GATSBY WOMAN ／

**WASTED SUMMER LOVE

　　‘MUGSHOT’ （１９８３年）より

このアルバムには彼の神髄が凝縮されている

ように思う。絞り切れず２曲を。＊聴くたびに

胸が高鳴るほど、とにかく素敵　＊＊これも別

れの情景を描いた寂しい曲だけれど、彼の甘い

声が、むしろ、そんな状況に身を委ねさせ酔わ

せてくれる。彼の楽曲は、大切な人を失う歌が

多いのに、なぜか辛さが残らない。メジャース

ケールのなせる業なのだろうか。

（３）Ondine

　‘Gentle Traveling’　（１９８１年）より

またまた、主人公は恋人を亡くした者。作詞

は小林和子。彼女の着想には常に驚きを持つ。

そして、その詩が濱田金吾のメロディーに乗る

と鮮やかに情景が浮かぶ。

悲しいときに聴いても、不思議と辛さが体か

ら抜けていく－そんな体験を何度もさせても

らったバラード

以上の楽曲は、ほとんどYou Tube等で見ること

ができる。ただ、敢えて言わせていただくと、ラ
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イブの音に優るものはない。幸い、３人ともお元

気だからこれからも通い続けるだろう。ビリーに

会うためにはニューヨークまで行かなくてはなら

ないのだが、こういうインセンティブが元気をく

れそうだ。

さて、今日は何を聴こうか。あっ、その前に金

吾さんにメールしなくては…、今年の京都ライブ

は７月８日（土曜日）で決まりですかって。
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「乾杯を日本酒で」

　平成２５年１月に「京都市清酒の普及の促進に関する条例（いわゆる「日本酒条例」）」を制定した京都市。

今では100以上の自治体が同様の条例を制定しているとか。

　というわけで、いつも飲んでいる（私だけでしょうか…）けど意外と知らない日本酒の豆知識をどうぞ。

司法書士おすすめグルメ ショシラン
～「日本酒」豆知識編～

ショシランガイド

「日本酒」と言ってもいろいろあります。吟醸・純米・醸造・生…。

何がどう違うかなんて、アルコール度数しか見ない私にとってはさほど重要ではありませんでしたが、

せっかくの機会なので調べてみました。

原料や製法等について、酒税法が定める基準を満たしたときに表示できる名称を「特定名称」と言い、

８種類に分類されています。ここでは、その「特定名称」のお酒（「特定名称酒」と言います）について

ご紹介します。

表によると、「精米歩合」「アルコール添加の有無（「純米」か否か）」「吟醸」で大きく分類されている

ようです。

ではまず「精米歩合」による分類について。

「精米歩合」は、米の削り具合を表しています。例えば、精米歩合

３９％の大吟醸は、玄米の表層部を６１％も削っています。精米歩合が低

いほどお米をたくさん削り、良い部分だけを使っているということで

す。ちなみに、普段食べている米は、精米歩合９２％程度だそうです。

お酒って贅沢ですね。なお、削られた米の粉（米糠）は漬物や菓子、

米焼酎などなどに再利用されていますのでご安心を。

次に「アルコール添加の有無」。

「アルコール」の添加なしと添加ありで大別されていますが、ここでの「アルコール」とは、でんぷん

質物や含糖質物（大半はサトウキビ）から醸造された「醸造アルコール」です。醸造アルコールは、香り

を引き出したり、発酵の過程で生成される糖や酸を抑えて軽快な切れの良い味わいにするために添加され

ます。「純米」とつく日本酒は、この醸造アルコールは添加されておらず、米から生成（米に麹を混ぜて

糖分を造り、その糖分を酵母が食べて発酵することで生成）されたアルコールのみです。

何となく「純米」のほうが良いと思われるかもしれませんが、醸造アルコールは植物由来のもので悪酔

いの原因になるはずもなく、また、お酒の品評会では「純米大吟醸」ではなく、香りの良い「大吟醸」が

アルコール添加なし

アルコール添加あり

精米歩合

純米大吟醸

大吟醸

純米吟醸

吟醸

純米

本醸造

※特別純米

※特別本醸造

麹割合

15%以上｝
40% 50% 60% 70%
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多く出品されることからしても、どちらが良いということはないかもしれません。

なお、特定名称酒においては、醸造アルコールを使用できる量に制限があります。

続いて「吟醸」。

これは、「吟醸造り」といわれる醸造をしたお酒です。国税庁ＨＰによると「吟醸造りとは、特別に吟

味して醸造することをいい、伝統的には、よりよく精米した白米を低温でゆっくり発酵させ、かすの割合

を高くして、特有な芳香（吟香）を有するように醸造すること」とされています。漠然としていてよくわ

かりません…。

「よりよく精米した」とは、精米歩合が６０％以下ということだそうですが、「特有な芳香」と言っても、

香りの重大要素の酵母につき「○○酵母を使用しなければならない」という規定はなく、「低温でゆっく

り発酵させ」も何度で何時間と決められているわけではありません。つまり、使用する酵母や製法につい

て統一された規定はなく、蔵元が技術を結集させて吟味して醸造したお酒、と言えそうです。

では「特別純米」「特別本醸造」の「特別」とは？

これは、「６０％以下又は特別な製造方法（要説明表示）」で造ったお酒につけられます。例えば「精米歩

合６０％以下（吟醸酒並み）だが、吟醸酒に値するまでの醸造方法をとっていない」「精米歩合は６８％（純米・

本醸造並み）だが、吟醸酒に値するくらいの醸造方法をとった」というお酒に「特別」とつけます。「特

別な製造方法」は、各蔵の醸造基準で、申請により国税局で審査するため、酒税法で明確に規定されてい

るわけではありません。

特定名称は、上述のように一定の基準を満たしたお酒のみに与えられる、いわばお酒の「称号」でしょ

うか。もちろん好みはありますが、やはり美味しいです。特定名称酒でないお酒でも美味しいお酒はごま

んとありますが（それを見つけるのがまた楽しいのですが）、日本酒を選ばれる際の１つの目安にはなる

かと思います。

ちなみに、特定名称酒は国内出荷量の３割程度、特定名称酒以外の酒は７割程度だそうです（日本酒造

組合中央会の調べより）。居酒屋で特に気に留めずに飲んでいるお酒は、特定名称酒以外のお酒がほとん

どかもしれませんね。

ここで少し見方を変えて、「生」について。

「生酒」「生貯蔵酒」「生詰め」など「生」がついていますが、どう違うのでしょうか？

「生」のポイントは「火入れ（加熱処理）」という作業。お酒を造る工程で火入れをしないと、火落菌（酒

の香味を劣化させる乳酸菌）という菌によって貯蔵中に腐敗してしまうため、流通の都合上、最低限必要

な作業です。ただし、火入れをすると味や香りが変わってしまいます。

通常、火入れは２回行われます。１回目は日本酒を搾った後。その状態で貯蔵し、瓶詰め直前に２回目

の火入れをするのが一般的ですが、瓶詰めの後に火入れすることもあるそうです。

「生貯蔵酒」は、搾った後、生の状態で貯蔵し、瓶詰めの前に１度だけ火入れしたお酒。貯蔵中が生な

のでこの名前がついているそうです。

「生詰め」は、搾った後に１度だけ火入れをして貯蔵し、瓶詰め前には火入れしないお酒です。

「生酒（本生）」は、１度も火入れしない、とてもデリケートなお酒です。これが本物の「生」で、多く

は冷蔵のまま流通させなければならないため、保存が難しいそうです。そのため、スーパーなどで販売さ

れているものは「生酒」ではなく、大半は「生貯蔵酒」だそうですが、某大手酒造会社などは、常温でも
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流通可能な技術を駆使し、スーパーでも生酒を販売しているとのことですので、ぜひ探してみてください。

ほんの数回、ほぼ搾りたての生酒をいただいたことがありますが、これは…。

！！ほんっとにおいしいです！！　日本人で良かったと思う瞬間でした♪　大感激♪

さて、また話は変わりますが。

よく「日本酒はすぐ回る」「悪酔いする」なんてことを聞きますが、いえいえ、そんなことは（私は）

ありません（ただし美味しいので飲みすぎて…ということは多々あります）。

終戦後の米不足の時代、「日本酒に水と醸造アルコールを足して薄まった味を酸味料や糖類等で補い、

三倍に水増しする」という方法が考え出され、「三倍増醸酒（通称：三増酒）」が誕生しました。これは確

かに「酔うためのお酒」ですので、悪酔いもしたかもしれませんが、現在は法改正により三増酒は日本酒

としては販売できなくなりました。ですので、もし三増酒のイメージで「日本酒は悪酔いする」と思われ

ている方がいらっしゃったらご安心ください。ただ、三増酒がなければ日本酒存続は危機的状況だったで

しょうから、日本酒を繋ぎとめた重要な役割をしたお酒でもあり、あまり悪者扱いするのも申し訳ないと

も思います…。

ちなみに、現在は「二倍増醸酒（二増酒）」が限度になっています。三増酒ほどではないにしても、こ

れはもしかするとちょっと酔うかも…。

もう１つおまけ。

二増酒は「清酒（日本酒）」として販売されていますが、「合成清酒」は、アルコールに糖類やアミノ酸

等を加えて日本酒のような風味にした「アルコール飲料」であり、日本酒ではありません。この合成清酒

を日本酒だと思って飲んでいるとかなり酔うかも。日本酒（清酒）・二増酒・合成清酒を見分けるには、

ラベルなどの表示をご確認ください。日本酒は「清酒」、二増酒は「清酒」だが原材料に「糖類・酸味料」、

合成清酒は「合成清酒」と記載されています。なお、上述の特定名称酒は、その特定名称が表示されています。

弥生時代から造られていると言われる日本酒。やはり和食には欠かせませんよね。おでんやお刺身は王

道ですが、私のお薦めはみかんの缶詰め。「はぁ？」と思われるかもしれませんが、騙されたと思って１

度お試しください。缶詰めの甘酸っぱさと日本酒のまろやかさ（？）が絶妙です。なお、お口に合わなく

ても苦情はご遠慮ください。

今晩も日本酒いただきます♪

＜通常の酒＞　【搾り】 ＜火入れ＞ 【貯蔵】 ＜火入れ＞ 【瓶詰め】
＜生貯蔵酒＞　【搾り】  【貯蔵】 ＜火入れ＞ 【瓶詰め】
＜生 詰 め＞　【搾り】 ＜火入れ＞ 【貯蔵】  【瓶詰め】
＜生（本生）＞　【搾り】  【貯蔵】  【瓶詰め】
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1190 1195

1191

1192

1194

1196

1193

野　村　年　彦 春　日　博　貴

須　川　彩　加

中　橋　章　吾

杉　岡　大　輝

高　木　信　雄

井　上　俊　輔

事務所所在地　洛南支部

京都市伏見区深草西浦町５丁目１８

番地

事務所所在地　洛央支部

京都市中京区間之町通御池上る高

田町５０９番地　馬場ビル内

①父が司法書士をやっており、法

律関係としか仕事内容は分から

ないながらも仕事の雰囲気から「これは良い仕

事に違いない。」と小学校時代に感じた事がきっ

かけです。それから幾星霜をへて、今に至ります。

②司法書士未来像は、登記に限らず法律問題の窓

口として、自分で処理できる事件は自分で処理

し、手に余る事件はより専門性を持った同業者

や弁護士や税理士などの他業種を紹介するなど、

解決に向かう道筋を提示できる、法律関係の「町

医者」的存在。当たり前のことだと言われそう

なので、司法書士未来像というより、理想像と

いうべきでしょうか。

③自分自身の未来像としては、さしたる経験がな

いのでまだ漠としたものしかありません。とり

あえずは、町の人達が何か困った時に「まずは

春日に聞いてみよう。」とすぐに名前が出てくる

司法書士を目指します。

④サッと名前が出るようになる為には覚えなくて

はならない事が沢山あり…一方では試験勉強で

覚えた知識が抜けていくばかりなのを憂える毎

日です。さて、これで色んな人達の役に立つ司

法書士になれますかどうか。

諸先輩方、どうかご指導ご鞭撻のほど、よろし

くお願いいたします！

事務所所在地　城南支部

京都府久世郡久御山町佐山双置６９

番地４６

事務所所在地　洛央支部

京都市中京区烏丸通二条下る秋

野々町５２９番地

事務所所在地　洛南支部

京都市下京区七条通新町東入西境

町１４９番地　サザン京都駅前ビル

４Ｆ

事務所所在地　洛西支部

京都府乙訓郡大山崎町字大山崎小

字鏡田２１番地２９

事務所所在地　洛南支部

京都市伏見区深草西浦町３丁目７０

番地　第５長栄アストロビル５０３

新入会員紹介
アンケート　①司法書士になったきっかけ　②自身の描く司法書士未来像　③座右の銘　④一言コメント
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1205

1199

1200

髙　原　洋　和

丹　波　正　樹

目　野　剛　司

事務所所在地　洛西支部

京都府長岡京市長岡２丁目２番９

号（司法書士上田事務所）

この度京都司法書士会に入会さ

せていただきました髙原と申しま

す。

これから司法書士として社会に少しでも貢献で

きるよう精進していきたいと思っておりますので

ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い致します。

事務所所在地　洛南支部

京都市下京区扇酒屋町２９８番地　

カジノハビル５Ｆ

事務所所在地　洛央支部

京都市中京区烏丸通三条上る場之

町５９２番地（ＪＦＤ司法書士法人）

1198 武　並　良　見
事務所所在地　園部支部

京都府亀岡市南つつじケ丘大葉台

２丁目４１番８号

①企業に２３年間勤務後、自営業者

となり、比較的時間があり又、

職域を広げようと挑戦しました。

②悩み困っている人に対する縁の下の力持ち。

③本気

④どうぞ宜しくお願い申し上げます。

1202

1197 1201

1204

小　川　英　寿

高　橋　未　央 大　塚　良　仁

事務所所在地　城南支部

京都府京田辺市東西神屋１８番地の

３（島本司法書士事務所）

初めまして。

この度、京都司法書士会に入会

させて頂きました小川英寿と申します。

私は長年、補助者として勤務して参りましたの

で、この業界？に関わらせて頂いてる期間は比較

的長いのですが、当然、司法書士としては新米で

ありますので、日々研鑽し、登記業務だけではなく、

その他の新しい分野にも積極的に挑戦していきた

いと思います。

また、実務に限らず何事も基本が１番大事だと

思いますので、基本を大切にしていきたいと思い

ます。ご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

事務所所在地　洛南支部

京都市下京区高辻通室町西入繁昌

町２９５番地１　京都１号館２０３号

①父が土地家屋調査士をしてお

り、一緒に仕事をしている司法

書士の先生や実務の話を聞くことが多く、その

ような環境に身を置いていたのがきっかけです。

②常に自己研鑽する努力を怠らず、謙虚な気持ち

を忘れない。あたたかい心と誠実さをもって依

頼者に接する。そういう司法書士になりたいで

す。

③温故知新

④精一杯精進していきたいと思います。よろしく

お願いします。

事務所所在地　洛西支部

京都市西京区山田四ノ坪町１番地

６（田尻司法書士事務所）

事務所所在地　洛央支部

京都市中京区烏丸通六角下ル七観

音町６２３番地　第１１長谷ビル５Ｆ

（司法書士法人Ｆ＆Partners）

本　橋　寛　樹
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1210

1213

森　田　　　恵

山　西　康　孝

事務所所在地　洛央支部

京都市中京区丸太町通麩屋町西入

昆布屋町３９５番地

事務所所在地　洛央支部

京都市中京区烏丸通六角下ル七観

音町６２３番地　第１１長谷ビル５Ｆ

（司法書士法人Ｆ＆Partners）

1212 小　林　な　お
事務所所在地　城南支部

京都府木津川市木津南後背２１７番

地２　近畿ハウジングビル２０２

初めまして。この度入会させて

いただきました小林なおと申しま

す。平成１２年合格後、大阪の事務所でお世話になっ

ておりました。独立後に初めて経験する事例に戸

惑うことも多いですが、頑張っていこうと思って

います。

ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い致します。

1215

1209

山　本　憲　一

山　崎　秀　信

事務所所在地　洛央支部

京都市山科区四ノ宮大将軍町２３番

地２

事務所所在地　中丹支部

京都府福知山市字長田３３８番地の３

この度司法書士の登録をしまし

た山崎秀信と申します。

平成２７年に法務局を退職し、生

まれ育った福知山市で開設、中丹支部に入会させ

ていただきました。信頼される司法書士を目指し、

今後勉強・研鑽して業務を行うことができますよ

うにと考えております。

何卒ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げ

ます。

1206

1214

1208

1207

豊　田　親　彦
事務所所在地　洛南支部

京都市伏見区過書町７９２番地　マ

ルサクマンション１階Ｂ号

①大学等で学んだ法律知識を生か

した仕事がしたいと思い司法書

士を目指しました。

②街の法律家として様々な人が気軽に相談するこ

とができる司法書士になりたいと思います。

③好きな言葉は「当たって砕けろ」です。

④司法書士としてはまだまだ未熟ですが、いろい

ろな業務を通じて成長し、司法書士として何が

できるかを考えていきたいです。今後ともよろ

しくお願いいたします。

事務所所在地　洛西支部

京都府向日市寺戸町三ノ坪７番地

の２０

事務所所在地　洛央支部

京都市中京区烏丸通三条上る場之

町５９２番地（ＪＦＤ司法書士法人）

事務所所在地　洛南支部

京都市下京区綾小路通室町西入善

長寺町１４３　マスギビル５０１号

中　村　　　猛

越　田　一　希

岩　倉　　　幹
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1216 德　丸　修　一
事務所所在地　洛南支部

京都市下京区中堂寺前田町２５番地

（俣野司法書士法人）

いろいろ分からないことが多い

ですけれども、頑張りたいと思い

ます。

どうぞ宜しくお願い致します。　



Vol. 95

− 66 −

編　集　後　記

不動産登記においては近いうちに法定相続証明情報の制度が始まり、どのような影響がでるかよく観察す
る必要があるかと思います。また商業登記においても株主名簿の添付等、法改正によって実務上大きな影響
がでた年でした。寄稿いただいた内容は司法書士の業務を行うにあたって非常に参考になるものです。皆様
ぜひご一読いただきたいと思います。

またＦＭを通じての司法書士制度広報に尽力下さいました皆様ありがとうございました。
堀　田　智　弘

前回の会報で「おやじカーターズのご案内」をさせていただいたのですが、当時７名だった部員が今は１０
名を超えました。会報は会内広報の重要なツールであることをあらためて認識させられました。

今年もお忙しい中原稿の執筆を快くお引き受けくださった皆様、その他会報の発行にご協力くださった皆
様に心より感謝申し上げます。

岩　城　寿　英

毎度毎度原稿集め、年度内完成にヒヤヒヤしながら制作している会報ですが、自分の知らない分野、得意
でない分野で頑張っている仲間の情報が入手できる良いツールだと思います。今後何かの業務で、「あれ？こ
のテーマ、会報で見たことあるなぁ。」と探し出して読み返していただけるようになれば嬉しいですね。

最後になりましたが、執筆者の方々をはじめ、会報制作に御協力を頂いた皆様、お忙しい中を本当にあり
がとうございました。

浅　井　　　健

広報部に入ってからけっこうな年数になりますが、これまで会報の発行にあまり貢献してこなかった私。
本年度、ちょこっとだけ書くことになった原稿も、締切りが過ぎてから提出したような…（この編集後記も
締切りギリギリです）　がんばった広報部の方々、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。

お忙しい中、原稿を執筆していただいたみなさまをはじめ、会報の発行にご協力いただいたみなさま、本
当にありがとうございました。

伊　藤　美也子

原稿執筆をご快諾いただいた皆様、本当にありがとうございました。
皆様に執筆いただいている中、今回は執筆できず本当にすみませんでした。
広報部の活動を通じて新たな会員と出会うことができ、また、様々なご意見を賜ることができました。本

当に感謝です。
大変興味深い会報になっておりますので、会員の皆様にお楽しみいただければ幸いです。

德　田　康　敏
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ご執筆いただいた皆様、ありがとうございました。
年度の後半から一気に会報作成が行われることを目の当たりにした広報部２年目。
年１回の会報発行を継続してきたことに大変意義を感じております。
しかし、広報部だけでなく他の会務の役職を兼任している先生方や事務局の負担、会の事業活動が広がっ

ているにも関わらず会務担当者のなり手不足などを考えると、会報の発行を隔年にするなどの改革が必要な
のかなと個人的に思います。

加　川　深　加

広報部に入ってわずか数カ月、委員会に出席したのもまだ１回だけです。これまでは、会報が来たなくら
いに簡単に流し読みしていたのですが、発行に至るまでにたくさんのかたの協力をいただいていること、会
の皆さんの情報提供の場となるべく奮闘されている広報部のかたを見て、今号からじっくり読もうと思いま
した。お忙しい中、執筆にご協力いただいた皆様、会報発行にご尽力いただいた方々、ありがとうございま
した。そして広報部の皆さま、お疲れさまでした。

矢　田　明日香

何だかんだとしているうちに３月になりました。
この２年間、自分が止まると広報部も止まる、その重圧を常に背負い続けていました。
そんな中、陽に影に色々と快く引き受けてくれた岩城さん、困ったときに適切なアドバイスをくれた浅井

さん、明るく広報部を盛り上げてくれた伊藤さん、面倒なことも嫌がらずに快く引き受けてくれた德田さん、
初めての広報なのにキャラクター作りや諸々の仕事を頑張ってくれた加川さん、忙しいのに会報の仕事に尽
力してくれた堀田さん、時として含蓄のある言葉を発してくれた武田さん、わずか数ヶ月の広報部在籍でい
きなりＦＭデビューなのに、それをうまくまとめた矢田さん、色々と忙しくて出られなかったけど、広報を
気にかけてくれた桝中さん、その一人一人の手助けが、どれほどありがたいのかを感じた２年間でありました。

その広報部メンバーに感謝しつつ、この筆を置きたいと思います。
松　本　　　尚

広報部部長

広報部副部長

主 事

同

同

同

主 事

同

同

同

同

松　本　　　尚

岩　城　寿　英

武　田　則　昭

浅　井　　　健

桝　中　祥　子

堀　田　智　弘

伊　藤　美也子

櫻　井　　　博

德　田　康　敏

加　川　深　加

矢　田　明日香

広報部名簿
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